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広報つやまは、環境保護のため
再生紙と大豆油インキを使用し
ています。読み終えた後はリサ
イクル（雑誌)にご協力ください
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つ・ぶ・や・き

桃の節句に一服どうぞ

広報

り
ま
し
た
。
こ
の
宮
川
大
橋
か

ら
下
流
に
向
け
て
の
道
沿
い
に

松
が
あ
っ
た
様
子
は
、

く
わ
が
た
け
い

鍬
形
蕙

さ
い斎
が
描
い
た
津
山
景
観
図

び
ょ
う
ぶ

屏
風

（
文
化
７
年
〈
１
８
１
０
〉
頃
）

で
も
見
て
取
れ
ま
す
。

　
吉
井
川
と
宮
川
の
合
流
点
に

津
山
大
橋
（
通
称
・
新
大
橋
）

が
架
か
っ
た
の
は
昭
和
32
年
。

写
真
の
土
手
道
は
ま
だ
低
く
、

川
面
ま
で
の
距
離
が
近
い
よ
う

に
見
え
ま
す
。
穏
や
か
に
流
れ

る
宮
川
と
そ
の
水
面
に
映
え
る

松
並
木
は
情
趣
あ
ふ
れ
る
景
色

だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　
河
川
や
道
路
の
改
修
に
よ
り
そ
の
様
相
も
変
わ
っ
て
い
き
、

宮
川
座
も
駐
車
場
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
は
な
き
、

津
山
の
懐
か
し
い
風
景
が
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　
雪
の
残
る
宮
川
西
岸
、
宮
川
大
橋
下
流
の
土
手
道
、
遠
景

に
は
吉
井
川
対
岸
に
あ
る

の
ぞ
き
覗
山
が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
て
い
ま

す
。
建
物
に
沿
っ
て

の
ぼ
り
幟
が
数
本
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
は

宮
川
座
と
い
う
両
花
道
の
あ
る
立
派
な
芝
居
小
屋
が
あ
り
、

昭
和
30
年
代
の
終
わ
り
こ
ろ
ま
で
、
芝
居
興
行
が
行
わ
れ
て

い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
こ
の

か
い
わ
い

界
隈
に
は
江
戸
時
代
、
津
山

藩
重
臣
の
下
屋
敷
が
あ
り
、
宮
川
に
近
い
ほ
う
か
ら
大
熊
邸

や
小
須
賀
邸
な
ど
が
軒
を
連
ね
て
い
て
、
現
在
、
材
木
町
に

あ
る
小
須
賀
稲
荷
神
社
に
そ
の
名
を
残
し
て
い
ま
す
（
城
下

町
絵
図
参
照
）。

　
写
真
の
よ
う
に
、
川
沿
い
に
は
見
事
な
枝
振
り
の
松
が
あ

　科学雑誌ニュートン編集長水谷仁さんの講演会「はやぶさが挑戦し
たもの」で、宇宙でのはやぶさの軌跡や自然現象には必ず法則がある
ことなどを興味深く聞きました。以前から天体に関心はあったけれど
近寄り難かった科学の世界に、少し近づけたような気がします｡  (G)

　姪が生まれた。泣いている姪っ子を泣き止ませてみよう。お乳は…
あげた。オムツは…替えた。｢おぎゃー！」抱っこをしてみる。おー、よ
しよし。｢おぎゃー！」…。姪の母親と抱っこを交代。あれ、泣き止ん
だ。…なぜだ。｢だって、お母さんだもの」…そんなの、ずるい｡(～)

　つやま検定の勉強のため津山郷土博物館と津山洋学資料館へ。史料
に見入る内、それぞれの時代で地域を支えた名も無き先人の苦労に感
謝の念と、そんな先人もわたしたちと同じ一人の人間であったという
あん  ど 
安堵の感を持ちました。わたしたちは未来に何を残せるのだろう｡(修)

表紙について

　弥生・桃の節句は女の子の健やかな
成長を祝うお祭り。お茶会でも、お内
裏様とお

ひな
雛様を床の間の掛け軸や茶器

にあしらいお祝いします。
　うららかな光が差し込むお茶席
でいただく一服にはきっとほ
のかに春の香りが残るでし
　　ょう。

津山さくらまつり

昭
和
初
期
こ
ろ
の

　
　
　
　
　

宮
川
沿
い
土
手
道

Album

☆広報つやまはホームページ
　で閲覧できます
http://www.city.tsuyama.lg.jp/
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塩
山
剛
さ
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東日本大震災復興支援運動「Proud! Japan」について
Proud！Japanというロゴマークとともに、｢被災地の皆さんは日本の誇りです！ だからみんなが応援しています」というエールを
日本全国から被災地に送り、復興の力にしてもらおうという運動です。

このコーナーに掲載する懐かしい
津山の写真を募集しています
問い合わせ先
　〒708-0022 津山市山下92
　津山郷土博物館322-4567

城下町絵図（文政３年)津山景観図屏風（文化７年頃)

現
在
の
宮
川
西
岸
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～ 秋坪の手紙  ～

❻ 市政だより
● 第２回津山市版事業仕分け 対応方針
●固定資産税の評価替え・縦覧
●農地・水保全管理支払交付金
●犬の登録と狂犬病予防注射
　　　　　　　　　　　　　ほか

16 ふぉと ほっと るぽ
●  

たこ

凧作り凧あげ大会
　　　　　　　　　　　　　ほか

18 みんなのページ･ちゃい
● お･た･よ･り
● きらめく津山人
● イラスト･絵手紙
●  広報クイズ　　　　　　　ほか

21 としょかん
　  　22 こどもひろば
● 津山ジュニア陸上競技教室
● じどうかん

23 けんこう・そうだん
24 けいじばん
30 くらし
32 Albumあの頃の津山
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❹ 特集
  津山さくらまつり

❸ 平成23年度 市政功労者表彰
もくじ Contents

しゅうへい

杉山 義和 (昭和町１丁目） 町内会長

１列８番

１列９番

山本 悟 (横山） １列10番

藤本 洋一 (加茂町公郷) 民生委員・
児童委員 左上

神田 　三 (南方中）

消 防 団
幹部団員

２列５番

杉山 忠 (下田邑） ２列６番

光井 淸 (河面） ２列７番

岸本 常義 (川崎）

竹内 幸江 (勝部）

体育指導
委 員

１列１番

１列２番

竹内 弘子 (田熊） １列３番

谷口 陽子 (志戸部） １列４番

政本 昌美 (二宮） １列５番

上谷 光則 (加茂町下津川）

株式会社山田養蜂場（苫田郡鏡野町)
取締役・橋本 健（代理出席）
　多年にわたる絵本の寄附を通じて、子どもの
心豊かな成長と子育て環境の向上に寄与されま
した。

１列12番

川野 一道（横山）
　平成15年より岡山県作陽高等学校柔道部顧問
として卓越した手腕を発揮され、数々の上位入
賞を果たされました。
　特に平成23年度全国高等学校体育大会におい
ては柔道競技男子団体で、岡山県勢初の決勝に
導かれ、本市の名声の向上と柔道振興に寄与さ
れました。

１列11番

3 2012.3

※前列から何列目、左から何番目かを表す
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （敬称略）

多年本市の市政に協力し、地域住民の
福祉の増進に寄与し、その功績が顕著
な方 写真位置※

多年本市の公職にあって、地方自治の
進展に寄与し、その功績が顕著な方

写真位置※

善行または徳行が特に顕著で、市民の
模範となる方 写真位置※

その他、本市の各界で顕著な功績をあ
げた方 写真位置※

　２月11日、津山市市政功労者表彰式が行われました。市では、表彰条例に基づき
表彰審査委員会に諮問のうえ、個人や団体を表彰しています。

　
箕み

つ
く
り作
秋
坪
は
阮
甫
の
三
女
つ
ね
と
の
間
に
、
奎け

い

吾ご

・
大だ

い

麓ろ
く

・
佳か

吉き
ち

・
元げ

ん

八ぱ
ち

と

い
う
４
人
の
息
子
を
授
か
り
ま
し
た
。
つ
ね
が
38
歳
で
病
没
し
た
後
、
つ
ね
の

妹
ち
ま
と
再
婚
し
、
一
人
娘
の
直な

お

を
も
う
け
て
い
ま
す
。

　
私
塾
・
三さ

ん

叉さ

学が
く

舎し
ゃ

を
開
き
教
育
者
で
も
あ
っ
た
秋
坪
の
家
庭
で
の
教
育
は
、

厳
し
か
っ
た
と
い
い
ま
す
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
か
、
息
子
た
ち
は
４
人
と
も
海

外
留
学
を
果
た
し
、
直
は
、
人
類
学
者
と
し
て
東
京
大
学
教
授
を
務
め
た
坪つ

ぼ

井い

正し
ょ
う
ご五
郎ろ

う

に
嫁
い
で
い
ま
す
。

　
長
男
の
奎
吾
と
次
男
の
大
麓
は
、
慶
応
２
年
（
１
８
６
６
）
に
幕
府
の
留
学

生
に
選
ば
れ
、
イ
ギ
リ
ス
へ
渡
り
ま
す
。
そ
の
時
２
人
は
、
満
14
歳
と
11
歳
で

し
た
。
２
人
は
２
カ
月
も
の
船
旅
を
し
て
ロ
ン
ド
ン
に
到
着
し
、
ユ
ニ
バ
ー
シ

テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
ス
ク
ー
ル
中
学
校
へ
入
学
し
ま
す
。
し
か
し
、
幕
府
が
倒
れ

た
た
め
、
１
年
余
り
の
滞
在
で
帰
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
奎
吾
は
帰
国
後
、
大
学
校
（
後
の
東
京
大
学
）
に
勤
め
ま
す
が
、
程
な
く
辞

任
し
て
、
秋
坪
を
手
伝
い
三
叉
学
舎
で
教き

ょ
う
べ
ん鞭
を
と
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
明

治
４
年
（
１
８
７
１
）
６
月
、
隅
田
川
で
遊
泳
中
に
溺
れ
て
19
歳
の
若
さ
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
麓
は
明
治
３
年
（
１
８
７
０
）、
明
治
政
府
の
命
を
受
け
て
、
再
び
イ
ギ

リ
ス
へ
渡
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
３
年
後
に
は
、
16
歳
に
な
っ
た
三
男
の
佳
吉

が
ア
メ
リ
カ
へ
留
学
し
ま
し
た
。
２
人
の
留
学
期
間
は
長
く
、
大
麓
は
７
年
半

後
の
明
治
10
年
（
１
８
７
７
）
に
、佳
吉
は
８
年
後
の
明
治
14
年
（
１
８
８
１
）

に
帰
国
し
ま
し
た
。

　
四
男
の
元
八
は
明
治
19
年
（
１
８
８
６
）
に
ド
イ
ツ
へ
と
出
発
し
、
そ
れ
を

見
送
っ
た
３
カ
月
後
に
秋
坪
は
他
界
し
た
の
で
し
た
。

　
昨
年
、
津
山
洋
学
資
料
館
に
寄
贈
さ
れ
た
資
料
の
中
か
ら
秋
坪
が
留
学
中
の

佳
吉
へ
送
っ
た
手
紙
５
通
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
見
る
と
、
佳
吉

が
元
気
で
勉
学
に
励
ん
で
い
る
こ
と
を
喜
び
、
家
族
の
近
況
を
知
ら
せ
、
学
問

や
生
活
へ
の
助
言
を
細
か
に
書
き
送
っ
て
い
る
も
の
で
し
た
。
帰
国
が
決
ま
っ

た
こ
ろ
の
手
紙
に
は
「
当
年
中
に
は
帰
国
の
由
、
皆
指
折
り
数
え
て
い
ま
す
」

と
あ
り
、
帰
り
を
待
ち
わ
び

て
い
る
父
親
の
姿
が
思
い
浮

か
ば
れ
ま
す
。

　
日
本
の
近
代
化
を
支
え
た

多
忙
な
日
々
の
一
方
で
、
秋

坪
と
子
ど
も
た
ち
が
共
に
過

ご
せ
た
時
間
は
、
そ
う
長
く

は
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
う
い
っ
た
環
境
に
あ
っ
て

も
、
こ
れ
ら
の
手
紙
の
行
間

か
ら
は
、
秋
坪
か
ら
子
ど
も

た
ち
へ
の
慈
愛
が
伝
わ
っ
て

く
る
の
で
す
。

▲箕作佳吉宛て箕作秋坪書簡（津山洋学資料館所蔵)
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品種　ソメイヨシノほか
とき　４月７日㈯～22日㈰
ところ　ウッドパーク声ヶ乢（市場）
ライトアップ　夕暮れ～午後９時30分
売店　地元グループによるお弁当や特産品の販売（満開時の土・日曜日のみ）
駐車場　50台（無料）
※火気使用不可
問い合わせ先　勝北支所産業建設課332-7024

尾所の桜
お　そ

声ヶ乢桜まつり
こえ が たわ

津山さくらまつり
４月１日㈰～15日㈰

情
緒
あ
ふ
れ
る

　

満
開
の
さ
く
ら
に
会
い
に
き
て

品種　ヤマザクラ
ところ　阿波
推定樹齢　約550年
大きさ　高さ16ｍ、目通り周囲4.7ｍ、
　根元周囲5.5ｍ、枝張り20ｍ
ライトアップ　午後６時～９時（満開時）
売店　なし　　駐車場　なし
問い合わせ先　阿波支所産業建設課332-7043

特 集

津山城(鶴山公園）、衆楽園、城東街並保存地区、中心商店街
問い合わせ先　津山さくらまつり実行委員会（津山市観光協会）322-3310

品種　ソメイヨシノほか
開園時間　午前7時30分～午後10時
※本丸は火気使用不可
ライトアップ　４月１日㈰～15日㈰午後6時
　～10時
売店　約30店
入園料　高校生以上300円、中学生以下無料

品種　シダレザクラ、ソメイヨ
　シノほか
開園時間　午前７時～午後８時
※火気使用不可
ライトアップ　なし
茶店　１軒
入園料　無料
駐車場　240台（有料）

衆楽園

津山城(鶴山公園)

イ
ベ
ン
ト
満
載
の

　
　
　
　

さ
く
ら
天
国

　お城山に恩返し
クリーンボランティア募集
とき　４月１日㈰～15日㈰
内容　園内外のごみ拾い、パトロール
※当日参加も可
問い合わせ先　津山市観光協会
　322-3310

さくらまつりオープン式（表門入り口）
とき　４月１日㈰午前10時15分～11時
内容　津山情緒保存会による踊り、テープカット、鶴
山桜太鼓による演奏、餅まき

お茶席（鶴山館）
とき　４月１日㈰・７日㈯・８日㈰午前10時～午後４
時、10日㈫午前10時～午後３時
料金　350円（銘菓付き）
美作の観光と物産展（鶴山館・裏門）
とき　４月１日㈰～15日㈰午前９時～午後５時
内容　美作地方の特産品や土産品の販売
※７日㈯・８日㈰は、餅つきやヤマメの塩焼きなどの
実演販売を行います

美作のご当地グルメと観光展（三の丸）
とき　４月７日㈯・８日㈰午前10時～午後４時　　　
内容　話題のご当地グルメ（津山ホルモンうどん、鏡
野田舎カレー、津山餃

ぎょうざ

子、津山バーガー、たまごか
けごはん、今治焼豚玉子飯）と観光展を開催

つやま夢みのりアンテナショプ（三の丸）
とき　４月７日㈯～８日㈰午前10時～午後４時　　　
内容　つやま夢みのり商品の即売とおいしいご当地ス
イーツが大集合！

兵庫・岡山 県際交流コーナー（三の丸）
とき　４月８日㈰午前10時～午後４時　　　
内容　兵庫県と岡山県の観光案内などの交流ブース
ちびっこ広場（本丸）
とき　４月１日㈰～８日㈰・12日㈭～15日㈰午前10時
～午後４時　　　
内容　アクアボールQやフワフワ、SLアロー号ほか
さくら見んちゃいフェスティバル（三の丸）
とき　４月１日㈰～15日㈰
出演　７日＝津山鶴丸太鼓、宮坂流津山銭太鼓、マリ
オ、８日＝鶴山桜太鼓、岡山城鉄砲隊、ロイヤルフ
ラッシュジャズバンド　ほか

　　　　　※随時、有志によるイベントが行われます
2012商店街さくら天国
とき　３月24日㈯～４月15日㈰
ところ　中心商店街
内容　プレミアムカーコレクシ
ョン、似顔絵コーナー、ヴォ
ーカルアンサンブル、ビート
ストリートなど
問い合わせ先　にぎわい商人隊
（まちなかさろん再々内）
323-2250（火曜日休）

　
に
ぎ
わ
い
商あ

き
ん
ど人
隊
隊
長

　
　
　
　
　

   
上
原
栄
作
さ
ん

　
鶴
山
公
園
の
桜
が
咲
き
誇
る
と
津

山
に
本
格
的
な
春
の
訪
れ
が
感
じ
ら

れ
ま
す
。
今
年
も
春
を
彩
る
「
津
山

さ
く
ら
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
さ
く
ら
ま
つ
り
を
さ
ら
に
盛
り
上

げ
る
べ
く
、
商
店
街
で
も
「
さ
く
ら

天
国
」
と
銘
打
ち
、
世
界
の
名
車
が

勢
ぞ
ろ
い
す
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
カ
ー

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
や
「
似
顔
絵
コ
ー

ナ
ー
」、
食
べ
物
の
移
動
販
売
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
売
り
出
し

企
画
を
用
意
し
て
、
お
客
様
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

　
商
店
街
に
は
個
性
的
な
お
店
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
商
店
街
な
ら
で

は
の
お
客
様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
大
切
に
し
た
「
対
面
販
売
」

に
「
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
」
を
感

じ
て
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

　
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
商
店
街

に
も
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

春のしらべ（迎賓館）
とき　４月８日㈰・15日㈰正午～午後３時
内容　筝と尺八による郷土で愛される名曲の演
奏

お茶席（余芳閣）
とき　４月１日㈰～15日㈰午前10時～午後４時
料金　300円（銘菓付き）
※有料駐車場あり

ぶらり城東むかし町
とき　さくらまつり期間中の土
　・日曜日午前10時～午後４時
ところ　城東町並保存地区
内容　城東名物「桜のほっぺ」
(たこ焼き）とお茶席など
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「
第
２
回 

津
山
市
版
事
業
仕
分
け
」

 　
　
　
　
　
　
　
　
市
の
対
応
方
針

　
平
成
23
年
11
月
19
・
20
日
に
実
施
し
た
「
津
山
市
版
事
業
仕
分
け
」を
受
け
、
市
が
決
定
し
た
今
後
の
対
応
方

針
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
行
財
政
改
革
推
進
室
3 

32-

２
０
２
８

①
市
民
の
健
康
と
福
祉
の

　
　
　
　
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

論
点　
地
域
格
差
や
重
複
の
是
正
、
事
業

効
果
の
測
定

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
地
域
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
事
業
内
容

を
見
直
し
、
平
成
24
年
度
の
仕
様
書
に

反
映
す
る

○
ほ
か
の
事
業
と
の
重
複
に
留
意
す
る

○
平
成
23
年
度
か
ら
事
業
効
果
の
測
定
を

検
討
し
、
平
成
24
年
度
の
予
算
や
仕
様

書
に
反
映
す
る

②
梅
の
里
管
理
運
営
事
業

論
点　
生
産
性
と
収
益
の
向
上
、
事
業
計

画
の
作
成
、
将
来
の
自
立
化

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
直
売
所
な
ど
を
活
用
し
た
販
路
拡
大
に

取
り
組
み
、
平
成
25
年
度
に
10
％
の
収

益
向
上
を
目
指
す

○
平
成
24
年
度
に
野
菜
な
ど
の
施
設
栽
培

の
計
画
の
作
成
と
作
物
の
選
定
を
行
い
、

施
設
の
有
効
利
用
を
図
る

○
平
成
28
年
度
民
営
化
を
目
標
に
研
究
を

行
う

③
堆た

い

肥ひ

製
造
施
設
運
営
事
業

論
点　
経
営
の
合
理
化
、
経
営
の
統
合
、

稼
働
率
の
向
上

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
平
成
24
年
度
か
ら
運
営
経
費
の
削
減
、

利
用
料
金
の
見
直
し
、
堆
肥
の
販
路
拡

大
を
実
施
す
る

○
施
設
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
計
画

区
域
外
か
ら
の
受
け
入
れ
を
研
究
す
る

○
経
営
改
善
を
図
る
た
め
、
平
成
26
年
度

か
ら
の
指
定
管
理
者
制
度
導
入
に
向
け

て
関
係
者
と
協
議
を
開
始
す
る

④
共
同
バ
ス
運
行
事
業

論
点　
利
便
性
の
向
上

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○「
津
山
・
富
線
」
は
、
ほ
か
の
路
線
で

カ
バ
ー
で
き
る
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年

度
に
脱
退
を
協
議
会
に
提
案
し
、
平
成

26
年
度
実
施
を
目
指
す

○「
津
山・西
川
線
」「
津
山・柵
原
線
」は
、

折
り
返
し
運
行
な
ど
で
利
便
性
を
高
め

つ
つ
、
ご
ん
ご
バ
ス
な
ど
の
取
り
組
み

状
況
を
見
な
が
ら
、
費
用
負
担
の
見
直

し
の
平
成
26
年
度
実
施
を
目
指
し
、
関

係
者
と
協
議
し
て
い
く

⑤
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
補
助
金

⑥
観
光
イ
ベ
ン
ト
補
助
金
・
負
担
金

⑦
ふ
る
さ
と
祭
り（
収
穫
祭
）補
助
金

論
点　
地
域
の
主
体
性
、
イ
ベ
ン
ト
の
整

理
統
合

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
主
催
者
に
対
し
、
イ
ベ
ン
ト
の
自
主
財

源
（
協
賛
金
、
参
加
費
な
ど
）
の
３
割

以
上
の
確
保
を
求
め
て
い
く
（
観
光
イ

ベ
ン
ト
は
５
割
以
上
）

○
平
成
26
年
度
末
ま
で
に
、
支
所
機
能
や

合
併
町
村
地
域
の
地
域
振
興
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
す
る
中
で
、
イ
ベ
ン
ト

補
助
金
の
あ
り
方
を
見
直
す

⑧
観
光
協
会
補
助
金

論
点　

観
光
協
会
の
早
期
一
元
化
（
統

合
）、
観
光
振
興
事
業
の
充
実

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
事
業
の
効
率
化
や
効
果
的
な
観
光
振
興

策
を
進
め
る
た
め
、
市
内
４
観
光
協
会

の
平
成
25
年
度
当
初
で
の
一
元
化
を
目

標
に
協
議
を
行
う

○
効
率
的
で
効
果
的
な
集
客
の
た
め
、
広

域
的
な
体
制
作
り
を
進
め
る

⑨
津
山
私
学
教
育
振
興
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
金

論
点　
補
助
金
の
使
途
の
あ
り
方

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
平
成
24
年
度
か
ら
補
助
金
の
積
算
方
法

を
生
徒
数
案
分
方
式
か
ら
事
業
に
対
す

る
補
助
方
式
へ
変
更
す
る
。
対
象
事
業

を
次
の
４
事
業
へ
改
め
、
市
と
私
立
学

校
の
関
係
機
関
が
協
力
し
て
、
さ
ら
な

る
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ
て
い
く

①
学
校
と
地
域
の
交
流
の
場
づ
く
り
に
関

す
る
事
業

②
知
的
資
源
の
地
域
内
活
用
を
図
る
た
め

の
事
業

③
津
山
市
の
知
名
度
を
高
め
る
事
業

④
地
域
に
有
用
な
人
材
の
育
成
を
す
る
た

め
の
事
業

⑩
陶
芸
施
設
管
理
運
営
事
業

論
点　
市
の
関
わ
り
方
、
施
設
の
整
理
統

合
、
受
益
者
負
担
の
あ
り
方

評
価
（
判
定
）
結
果　
民
間
が
実
施

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
そ
れ
ぞ
れ
の
陶
芸
施
設
の
位
置
付
け
を

明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
市
費
負
担
を

縮
減
す
る
た
め
に
、
受
益
者
負
担
の
見

直
し
や
事
業
費
削
減
に
取
り
組
む

①「
久
米
ふ
れ
あ
い
陶
芸
セ
ン
タ
ー
」は
、

平
成
24
年
度
か
ら
管
理
内
容
を
見
直
し

て
経
費
を
削
減
し
、
将
来
的
に
公
費
負

担
の
解
消
を
目
指
す

②
「
加
茂
町
ま
な
び
館
」
は
、
施
設
が
使

用
不
能
に
な
っ
た
時
点
で
廃
止
す
る

③
「
勝
北
陶
芸
の
里
工
房
」
は
、
平
成
25

年
度
に
使
用
料
の
改
定
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
利
用
者
増
に
向
け
年
会
員
制

度
や
団
体
割
引
制
度
の
導
入
な
ど
に
取

り
組
む
。
民
間
活
力
の
導
入
、
民
間
へ

の
貸
し
出
し
の
検
討
も
行
う

〈
評
価
（
判
定
）
結
果
と
異
な
る
方
針
と

な
っ
た
理
由
〉

　
生
涯
学
習
は
「
人
々
が
自
己
の
能
力
・

人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を
送
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
で
学
び
支
え
合
い
、
地
域

の
課
題
を
解
決
し
、
学
習
成
果
を
活
か
し

て
ま
ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
」
と
い
う
役

目
が
あ
り
、「
そ
の
場
所
と
機
会
の
提
供

が
市
の
責
務
で
あ
る
」
と
教
育
基
本
法
に

明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
陶
芸
施
設
は
、
市
町
村
合
併
前
の
各
地

域
で
生
涯
学
習
活
動
と
し
て
住
民
の
要
望

に
よ
り
設
置
さ
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
背
景

が
あ
り
、
陶
芸
を
通
し
た
住
民
同
士
の
交

流
や
地
域
振
興
の
役
割
も
担
っ
て
き
た
。

　
市
は
、
陶
芸
を
生
涯
学
習
に
よ
る
住
民

の
社
会
参
加
や
地
域
振
興
、
地
域
文
化
の

創
造
と
捉
え
、
陶
芸
施
設
が
世
代
間
の
交

流
を
促
進
し
、
学
び
あ
い
支
え
あ
う
学
習

活
動
に
効
果
的
な
施
設
で
あ
る
と
判
断
し

た
。
民
間
に
こ
の
よ
う
な
役
割
を
期
待
す

る
こ
と
が
難
し
い
現
状
も
踏
ま
え
、
市
が

引
き
続
き
生
涯
学
習
の
機
会
と
場
所
を
提

供
す
る
。

⑪
津
山
市
文
化
連
盟
補
助
金

論
点　
補
助
金
の
使
途
、
連
盟
組
織
の
あ

り
方

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
補
助
金
の
使
途
を
見
直
し
、
平
成
24
年

度
の
交
付
金
額
の
削
減
を
行
う
と
と
も

に
、
算
出
基
準
を
抜
本
的
に
見
直
す

○
津
山
市
文
化
連
盟
に
対
し
て
自
主
的
で

効
果
的
な
事
業
推
進
に
向
け
、
運
営
を

改
善
す
る
よ
う
求
め
て
い
く

⑫
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・

　
　
分
担
金
制
度
と
前
納
報
奨
金

論
点　
前
納
報
奨
金
の
考
え
方
と
割
引

率
、
制
度
の
あ
り
方

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
下
水
道
事
業
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金

と
前
納
報
奨
金
に
つ
い
て
内
容
を
見
直

し
て
可
能
な
範
囲
で
統
一
す
る
。
平
成

24
年
度
に
関
係
者
に
説
明
し
、
平
成
25

年
度
か
ら
実
施
す
る
。

①
前
納
報
奨
金
の
割
引
率
を
一
括
納
付
の

メ
リ
ッ
ト
を
享
受
で
き
る
程
度
で
あ
る

県
内
他
都
市
と
同
レ
ベ
ル
の
８
・
12
％

に
統
一
す
る

②
旧
津
山
地
区
内
の
受
益
者
負
担
金
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
ま
ま
と
す
る

③
勝
北
地
区
と
久
米
地
区
の
受
益
者
分
担

金
は
統
一
す
る
（
受
益
者
分
担
金
額
は

30
万
円
、
土
地
所
有
者
に
供
用
開
始
の

翌
年
度
に
賦
課
。
納
期
は
年
４
回
で
５

カ
年
）

⑬
公
園
管
理
運
営
事
業

論
点　
地
域
の
公
園
管
理
（
地
元
意
識
の

あ
り
方
、
管
理
の
基
準
）

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
平
成
24
年
度
か
ら
「
地
域
の
公
園
」
は

「
自
分
た
ち
の
公
園
」
で
あ
る
と
い
う

意
識
付
け
を
図
り
、
公
園
の
維
持
の
た

め
に
地
域
住
民
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
管

理
し
て
も
ら
う
よ
う
理
解
と
協
力
を
求

め
て
い
く

○
平
成
24
年
度
末
を
目
標
に
公
園
管
理
の

作
業
単
価
な
ど
の
水
準
や
委
託
内
容
、

金
額
な
ど
を
見
直
す

⑭
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
運
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
推
進
事
業

論
点　
運
動
の
拡
大
、
事
業
費
の
見
直
し

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
平
成
24
年
度
か
ら
企
業
な
ど
か
ら
の
自

主
参
加
を
呼
び
掛
け
る
。
環
境
美
化
活

動
を
普
及
さ
せ
る
た
め
の
功
労
者
表
彰

を
行
う
。「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
参
加
条
件
を
見
直
し
、
参
加
者
の
増

加
を
目
指
す

○
平
成
24
年
度
か
ら
事
業
費
を
年
次
的
に

削
減
す
る
。
企
業
か
ら
の
協
力
を
得
る

こ
と
で
、
運
動
が
後
退
し
な
い
よ
う
努

め
る

⑮
津
山
市
交
通
安
全
対
策

　
　
　
　
　
　
　
協
議
会
補
助
金

論
点　
啓
発
活
動
の
強
化
と
関
係
団
体
と

の
連
携
の
強
化

評
価
（
判
定
）
結
果　
要
改
善

今
後
の
対
応
方
針　
改
善
見
直
し

○
平
成
24
年
度
か
ら
交
通
整
理
員
の
配
置

場
所
を
見
直
す

○
平
成
24
年
度
か
ら
下
部
組
織
の
事
業
内

容
を
精
査
し
、
助
成
金
の
使
途
を
明
確

に
し
て
い
く

○
市
内
や
津
山
警
察
署
管
内
の
事
業
者
に

対
し
て
協
賛
物
品
（
啓
発
グ
ッ
ズ
）
の

提
供
を
求
め
、
行
政
と
民
間
が
一
体
と

な
っ
て
交
通
安
全
啓
発
を
行
っ
て
い
く
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2012.3 89 2012.3

　久米地域の生涯学習の拠点として、改築工
事を進めていた久米公民館が完成しました。
　新しい公民館は美作地域産材をふんだんに
使用した木造施設で、木の温もりあふれる空
間になっています。また、玄関やトイレの段
差をなくして、高齢者や障害者にも使いやす
いよう、ユニバーサルデザインに対応してい
ます。ぜひご利用ください。
利用開始　４月24日㈫～
※施設の予約など、詳しくはお問い合わせく
ださい

問い合わせ先　久米公民館357-2936

　昨年９月からＮＴＴドコモで配信を開
始した携帯電話向けサービス「緊急速報
メール」を、auとソフトバンクでも２
月１日から配信を開始しています。
緊急速報メールとは？
　対象エリア内にいる利用者に無料で緊
急情報を配信するサービスです。
配信する情報　国や県、市が災害発生時に発令する避難
勧告や避難指示など
サービスを利用するには？
　auとソフトバンクの携帯電話のうち対応機種は自動で
受信できます。
※対応機種など、詳しくは au携帯電話＝KDDI株式会
社お客様サポート30077-777、ソフトバンク携帯電
話＝ソフトバンク株式会社カスタマーサポート
30800-919-0157、各社または市ホームページで
確認してください
防災情報は「つやま災害情報メール」の登録を
http://www.tsuyama-mail.jp/（パソコン）
http://keitai.tsuyama-mail.jp/（携帯電話）

問い合わせ先　危機管理室332-2042

　平成22・23年の３月から４月にかけて日
曜日開庁を行ってきましたが、利用者が少
ないため、平成24年は行いませんのでご注
意ください。
住民異動の届け出　転入・転出・転居など
は代理人でも届け出ができます。転出は
郵送でも届け出ができます
※転出届出書の様式、そのほか手続きにつ
いては、市ホームページをご覧ください
※出生・婚姻など、戸籍の届け出は、これ
までどおり宿日直で受け付けています
問い合わせ先　市民課332-2052

　市では、市民の皆さんの思いを被災地へ届けるため、平
成23年３月14日から義援金の受け付けを行ってきました。
震災から１年が経過することを機に義援金の受け付けを終
了します。多くの皆さんから多大なご協力をいただき、あ
りがとうございます。
受付終了日　３月30日㈮
義援金累計　69,172,918円（２月22日現在）
送金累計　　68,526,379円（２月22日現在）
これまでお寄せいただいた義援金は、これまで6回、
岡山県などで構成する「東北地方太平洋沖地震災害義
援金」募金運動推進本部を通して被災者へ届けさせて
いただいています
問い合わせ先　津山市東日本大震災復旧支援本部332-20
　42

①共同活動支援交付金
農道や水路の点検・補修などの日常管理、生
態系保全や景観形成など環境向上を目指した
共同活動に交付します
〈活動例〉
・水路の草刈りや泥上げ
・農道脇への花の植栽
・水抜きによるため池の
　点検や補修　など

②向上活動支援交付金
①の共同活動に追加して、老朽化が進む農業
用の用・排水路など、長寿命化のために補修
や更新などを行う取り組みに交付します
〈活動例〉
・水路の補修や更新
・農道のコンクリート
　舗装
・水利ゲートやポンプの補修や更新　など

市役所の日曜日開庁
終了

（住所の届け出と手続き）

市が募集する
東日本大震災義援金受付終了

仲間づくりや地域づくりの場に
久米公民館 ご利用ください

「緊急速報メール」がau・ソフトバンクでも
受けられます地域共同で農業資源を守ろう

農地・水保全管理支払交付金
　地域で農地や農業用水など農業資源の保全管理や長寿命化のための補修などを行う活動を支援します。

対象組織　地域の農業者と地域住民などで構成する活動組織（農業者だけでなく住民や町内会、ＰＴＡ、
事業者などの参加が必要）
対象農用地　農用地区域内にある一団の農用地（20ヘクタール以上）
交付金　単価：10アール当たり田4,400円、畑2,800円など
　(①について継続している地区は単価の75％が上限)
締め切り　５月31日㈭
※希望の取り組みができない場合もあります
※組織の設立方法など、詳しくは以下にお問い合わせください

　
地
球
温
暖
化
防
止
や
生
物
多
様
性
保
全
効
果
の
高
い
営
農
活
動
に
取
り
組
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農
業
者
を
支
援
し
ま
す
。
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象　
農
業
振
興
地
域
内
に
あ
る
農
地
で
販
売
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目
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し
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産
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集
落
営
農
組
織
や
農
業
者
グ
ル
ー
プ
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ど
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、
次
の
要
件
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す
べ
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満
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す
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①
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
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け
て
い
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共
同
販
売
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っ
て
い

る
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落
営
農
、
有
機
農
業
に
取
り
組
む
農
業
者
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ど
は
特
例
あ
り
）
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農
業
環
境
規
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肥
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環
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と
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農
業
を
す
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基
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な
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目
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に
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づ
く
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検
を
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っ
て
い
る

支
援
金
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ー
ル
当
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０
０
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内
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球
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暖
化
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止
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に
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農
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①
化
学
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と
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成
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５
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せ
る
取
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う
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取
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バ
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前
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に
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付
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す
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マ
ル
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草
生
栽
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主
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物
の
畝
間
や
園
地
に
ム
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類
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ど
を
作
付
け
す
る
）

②
有
機
農
業
（｢

お
か
や
ま
有
機
」「
有
機
Ｊ
Ａ

　
Ｓ
」
な
ど
）
へ
の
取
り
組
み
な
ど

申
請
期
間　
４
月
２
日
㈪
〜
６
月
30
日
㈯

※

詳
し
く
は
、
以
下
に
お
問
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合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害
か
ら
農
作
物

を
守
る
た
め
の
防
護
柵
設
置
に
補
助
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象　
農
業
者
で
新
規
に
50
メ
ー
ト
ル
以
上
の
防
護
柵
を

設
置
す
る
個
人

補
助
率　
資
材
経
費
の
２
分
の
１
以
内
（
上
限
10
万
円
）

申
請
期
間　
４
月
２
日
㈪
〜
５
月
31
日
㈭

※

各
支
所
産
業
建
設
課
で
も
問
い
合
わ
せ
可

  

補
助
し
ま
す  

個
人
設
置
の
農
作
物
鳥
獣
害
防
護
柵

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
を
目
指
し
ま
せ
ん
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
援
対
策

３月末で

４月24日から

ご注意ください
書類作成や組織の設立などに１カ月
程度かかります。早めの準備をお願
いします
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※70歳未満の人の場合、保険料を滞納していると限度額適用認定証が交付されない場合があります
※この制度は個人単位で、かつ医療機関ごとに適用されます

保険年金課

医者から医療費が高額にな
るかもしれないと言われた

市役所で限度額適用認定証
を申請し、交付を受ける

病院・薬局などの窓口で
限度額適用認定証を提示

国民健康保険

後期高齢者医療
制度

対象者
70歳未満の人
70歳以上75歳未満で市民税非
課税世帯の人
70歳以上75歳未満で市民税非
課税世帯でない人
市民税非課税世帯の人

市民税非課税世帯でない人

市役所での手続き

限度額適用認定証の交付を申請

必要ありません

限度額適用認定証の交付を申請

必要ありません

病院・薬局などの窓口

限度額適用認定証を提示

高齢受給者証を提示

限度額適用認定証を提示
後期高齢者医療被保険者
証を提示

加入保険

2012.3 1011 2012.3

　｢限度額適用認定証」は医療機関などで高額な診療を受ける時、医療費の窓口
負担を自己負担限度額で留めるものです。
　４月１日から、従来の入院での適用に加えて外来受診でも使えるようになりま
す。１つの医療機関で外来や入院などで高額な窓口負担をしそうな人は、あらか
じめご相談ください。
＜認定証申請から提示までの流れ＞

外来または
　入院時

と
き　
４
月
２
日
㈪
〜
５
月
１
日
㈫
執
務
時
間
内

と
こ
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税
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ま
た
は
各
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民
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活
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平
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24
年
度
の
固
定
資
産
税
に
か
か
る
価
格
な
ど
を
記
載
し
た

「
土
地
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格
等
縦
覧
帳
簿
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「
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格
等
縦
覧
帳
簿
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の
縦
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縦
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で
き
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納
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管
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相
続
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れ
ぞ
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く
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納
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通
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免
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証
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ど
来
庁
者
の
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認
が

　
で
き
る
も
の（
代
理
人
の
場
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は
委
任
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と
印
鑑
）

※

課
税
課
で
は
全
市
域
、
各
支
所
市
民
生
活
課

　
で
は
各
支
所
区
域
内
の
地
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の
み
縦
覧
可
能

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
固
定
資
産
税
の
土
地
と
家
屋
の
価
格
は
地
価
や
物
価
の
変
動
を
考
慮

し
、
３
年
ご
と
に
見
直
す
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

土
地
の
評
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宅
地
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成
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年
１
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時
点
の
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価

公
示
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格
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ど
の
７
割
を
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途
に
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見
直
し
を
行
い
、
平
成
23
年

７
月
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日
ま
で
の
下
落
を
反
映
し
て
価
格
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決
定
し
ま
す

※

今
回
の
評
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え
か
ら
土
地
評
価
を
均
衡
に
行
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た
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、
全
市
域
を

旧
津
山
市
域
に
適
用
し
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い
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評
価
方
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統
一
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ま
す

家
屋
の
評
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３
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の
建
築
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価
の
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を
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に
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再
建
築
費

を
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出
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直
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、
建
築
後
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経
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に
よ
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じ
て

得
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と
、
前
年
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の
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額
と
を
比
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し
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低
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を
新
し
い

評
価
額
と
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　
課
税
課
（
市
役
所
２
階
４
番
窓
口
）3 
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縦
覧
で
き
ま
す

土
地
・
家
屋
の
価
格
等
縦
覧
帳
簿

平
成
24
年
度
は
評
価
替
え
の
年
で
す

固
定
資
産
税
の
評
価
替
え

◯◯◯◯保険限度額適用認定証

　都市計画公園・井口公園の面積の変更を行うため、原案の縦覧を行います。公聴会で意見を述べよう
とする人は、事前に公述申立書を提出してください。

●縦覧・公述申立書
縦覧期間　３月21日㈬～４月４日㈬の執務時間内
縦覧場所　都市計画課
公述申立書提出方法　都市計画課に備え付けの
　用紙に意見を記入し、郵送または直接提出

●公聴会
とき　５月15日㈫午後２時～４時
ところ　津山市総合福祉会館
　公述申立書を提出した人が多数の場合は、公述人の人数または時間をあらかじめ制限することがあり
ます。また、原案に関係のない意見は述べることはできません。
※縦覧期間中に公述申立書の提出がなかった場合は、公聴会は中止されます。なお、その場合は市ホー
ムページでお知らせします
※公聴会の傍聴を希望する人は、当日会場へおこしください（定員80人・先着順）
問い合わせ先　〒708-8501津山市山北520都市計画課(市役所５階）332-2096

都市計画公園の変更の原案の縦覧と公聴会

森林の土地所有者届出制度
●森林を取得した時は届け出が必要
森林法が改正され、４月から地域森林計画の対
象になっている森林を売買や相続などで新たに
取得した時は、面積の多少に関わらず届け出が
必要になります
●届け出は取得した森林がある市町村へ
個人・法人を問わず、所有者となった日から90
日以内に取得した土地がある市町村に届け出を
行ってください
●間伐などの事業の集約、効率化をサポート
森林の所有者の異動を把
握することで行政機関な
どが所有者に助言を行う
など、森林に関する事業
の集約・効率化を手助け
することができます
※３月31日現在で所有する森林の土地については
届け出不要です
問い合わせ先　森林課(市役所４階）332-2078、
　県美作県民局森林企画課323-1377

犯罪被害者支援相談窓口
　４月から「津山市犯罪被害者等支援条例」を施
行します。これに合わせて環境生活課に犯罪被害
者支援相談窓口を設置します。
＜犯罪被害者支援相談窓口でこう変わる＞
●ワンストップサービス
　犯罪に遭われた相談者の心情に配慮して行政手
続きなどで相談者が各相談窓口に出向くことな
く、犯罪被害者支援相談窓口で手続きができる
ように調整します
●関係機関と連携した支援
必要に応じて、その他の
支援団体の紹介や心のケ
ア、住居のあっせんなど
の支援を行います。ま
た、関係機関と連携して
市民などが理解を深めら
れるよう情報提供や啓発
活動に取り組みます
問い合わせ先　環境生活課(市役所１階１番窓口)
332-2056

｢犯罪被害者支援相談窓口｣と｢森林の土地所有届出制度｣

認定証

津　山　太　郎

24 3 １
◯　◯ 12345678

岡山県津山市山北520

津　山　太　郎
昭和20 ３ 10
平成24 ３ １
平成24 ７ 31

見  本

◯

問い合わせ先　保険年金課（市役所１階７番窓口）332-2071・32-2073

ご存知ですか？限度額適用認定証  ～４月から、外来受診でも使えます～
４月か

ら

スター
ト 国民健康保険、後期高齢者医療制度に加入の皆さんへ
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11：30
12：00
12：20
9：10
9：30
9：50
10：20
10：40
11：00
11：40
12：00
12：20
9：20
10：00
10：50
11：30
12：00
13：20
9：30
10：10
10：40
11：10
11：30
9：10
9：50
10：20
11：00
11：40
13：20
13：40
14：10
14：30
14：50
9：30
9：50

会　　　　場
高野神社（二宮）
松原中公会堂（二宮）
西陵団地コミュニティハウス（小田中）
大篠公民館
高田公民館
高田神社前
上横野農村公園
矢野集会所（上横野）
奥谷バス乗場（上横野）
（旧）津山農協田辺支店
東山方ふれあい広場
野辺公会堂（東一宮）
大井西支部西公民館（中北上）
坪井公民館
久米支所バス車庫
宮部上旧消防機庫前
大井東ふれあい学習館
神代公会堂
久米公民館油木分館
久米支所倭文出張所（里公文）
大久保会館（久米川南）
久米ふれあい学習館（宮尾）
領家公会堂
下津川コミュニティハウス
倉見コミュニティハウス
黒木公民館
宇野公民館
中原会館
坂元大橋（加茂町行重）
楢井鳥居前（加茂町楢井）
公郷会館
下谷公民館（加茂町公郷）
公郷半田橋
阿波支所東側
河井公会堂前

月　日

４/ １㈰

２㈪

３㈫

４㈬

５㈭

６㈮

時　　間
9：00
9：50
10：50
9：00
9：20
9：40
10：10
10：40
11：10
11：30
9：00
9：30
10：20
11：10
11：40
9：00
9：30
10：10
10：30
10：50
11：35
12：00
13：20
13：50
9：00
9：40
10：30
11：10
11：40
9：00
9：20
9：50
10：10
10：30
10：50

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

9：30
10：20
11：20
9：10
9：30
9：50
10：30
11：00
11：20
11：40
9：20
10：00
10：50
11：30
12：00
9：20
10：00
10：20
10：40
11：20
11：50
12：20
13：40
14：00
9：30
10：10
10：50
11：30
12：00
9：10
9：35
10：00
10：20
10：40
11：10

会　　　　場
院庄公民館
佐良山農業研修施設
市役所東側入り口
作州城東屋敷裏（中之町）
教育集会所（八出）
須江尚志氏宅前（八出）
光陽台集会所（西吉田）
大崎公民館
池ヶ原公会堂
堂尾公会堂
川崎公会堂
住吉町公会堂（林田）
林田北町遊園地（林田）
弥生会館（弥生町）
総社東公会堂
布上内科医院（河辺）
河辺農業研修施設
見内原公会堂（瓜生原）
瓜生原公会堂
八幡神社前（日上）
福岡会館（横山）
大谷公会堂
一方公会堂
井口公会堂
徳守会館
城西公民館
津山口下公会堂
上河原会館
北園会館
小桁公会堂
福南分団第２部消防機庫前（金屋）
押渕上バス乗場
荒神山集会所
洗顔清水前広場（種）
皿公会堂

月　日

４/ ６㈮

７㈯

８㈰

10㈫

11㈬

12㈭

時　　間
11：20
12：00
9：00
9：20
9：45
10：20
10：40
11：00
11：30
11：50
9：00
10：00
10：50
11：40
9：00
9：20
9：40
10：30
11：00
11：30
12：00
9：00
9：20
9：40
10：00
10：20
10：40
11：10
11：30
13：00
13：20
9：00
9：20
10：10
10：40

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

11：30
12：10
9：10
9：35
10：00
10：30
10：50
11：20
11：40
12：00
9：30
10：30
11：30
12：20
9：10
9：30
10：00
10：50
11：15
11：50
12：10
9：10
9：30
9：50
10：10
10：30
11：00
11：20
11：50
13：10
13：40
9：10
9：50
10：20
11：00

会　　　　場
高尾公会堂
福田パーキング（河内田バス乗場北）
籾保公会堂
勝部公会堂
志戸部公会堂
津山歯科医療センター（沼）
大田公会堂
小原会館
西苫田公民館（小原）
総社西公会堂
高野公民館
一宮公民館
美作保健所（椿高下）
市役所東側入り口
野介代公会堂
飯綱公会堂（川崎）
高杉団地公会堂（押入）
高野山西３区公会堂
近長公会堂
広野公民館
福井公会堂
奥津川公会堂
三浦公会堂
八代公会堂（吉見）
堀坂公会堂
吉見集会所
清泉公民館
綾部東公会堂
成名公民館
高野山西農業研修施設
高倉公民館
榎公会堂（上田邑）
田邑公民館
西部地区小体育館（院庄）
中島西公会堂

月　日
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

４/17㈫

21㈯

22㈰

時　　間
10：00
10：20
10：40
11：00
11：20
11：50
9：00
9：20
9：40
10：00
10：20
10：40
11：00
11：30
11：50
13：00
13：30
13：50
14：10
14：30
14：50
9：00
9：20
9：40
10：00
10：15
10：35
11：10
11：35
13：00
13：30
13：50
14：10

10：10
10：30
10：50
11：10
11：40
12：00
9：10
9：30
9：50
10：10
10：30
10：50
11：20
11：40
12：00
13：20
13：40
14：00
14：20
14：40
15：00
9：10
9：30
9：50
10：10
10：25
10：50
11：30
11：50
13：20
13：40
14：00
14：30

会　　　　場
物見公会堂
（旧）津山農協上加茂支店
青柳公民館
室尾公会堂（加茂町青栁）
加茂町公民館
小渕公会堂
日本原公会堂
川東公会堂
大吉公会堂
大岩公会堂
西村公会堂（市場）
案内公会堂（大吉）
市場公会堂
菅井正隆氏宅前（羽賀）
久本公会堂
山形公会堂
東畝公会堂（新野山形）
西上公会堂
西中上公会堂
西中下公会堂
西下公会堂
下野田公会堂
上野田公会堂
西ノ山公会堂（上野田）
西杉宮公会堂
杉宮公会堂
（旧）勝英農協勝加茂支店
上村公会堂
坂上公会堂
安井公会堂
安井二公会堂
原公会堂
勝北支所駐車場

月　日

自
営
業

笠 

光
生
さ
ん
と

　

 

愛
犬
・
天
山
く
ん（
南
方
中
）

ペ
ッ
ト
は

  

か
け
が
え
の
な
い
家
族

2012.3 1213 2012.3

問い合わせ先
　犬の登録や狂犬病予防注射、各種異動のこと＝環境生活課（市役所 1階 1番窓口）332-2055
　犬の飼い方指導・迷い犬についてなど＝岡山県動物愛護センター30867-24-9512

～犬の登録と狂犬病予防注射～愛犬はあなたの大切な家族
　いつも一緒にいる愛犬を狂犬病から守りましょう。生後91日以上の犬は、生涯１回の登録と年１回の狂犬病
予防注射が必要です。お近くの会場で必ず受けてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　料金　登録料　　3,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予防注射　2,800円（注射料2,250円＋注射済票交付手数料550円）

　
わ
た
し
は
７
歳
の
頃
か
ら
犬
を
飼

い
始
め
て
40
年
近
く
に
な
り
ま
す
。

今
で
は
犬
と
猫
を
数
匹
飼
っ
て
い
ま

す
。
な
か
で
も
こ
の
天
山
は
親
分
格
。

ど
っ
し
り
と
構
え
て
い
て
頼
も
し
い

で
す
。

　
ペ
ッ
ト
と
は
言
葉
は
通
じ
ま
せ
ん

が
、
気
持
ち
を
通
じ
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
す
。
話
し
か
け
た
り
、
し
ぐ

さ
を
見
た
り
し
て
い
る
だ
け
で
も
安

心
感
や
安
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

ペ
ッ
ト
に
は
人
間
の
心
を
癒
や
し
て

く
れ
る
不
思
議
な
力
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
ん
な
ペ
ッ
ト
は
私
に

と
っ
て
家
族
同
然
で
す
。

　
家
族
な
の
で
愛
情
を
持
つ
の
は
当

た
り
前
。
市
役
所
へ
の
登
録
や
狂
犬

病
予
防
注
射
は
、
必
ず
、
受
け
さ
せ

ま
す
。
日
頃
の
食
事
や
散
歩
、
健
康

管
理
や
フ
ン
の
処
理
な
ど
、
身
の
回

り
の
世
話
も
毎
日
、
楽
し
み
な
が
ら

し
て
い
ま
す
。

　
民
間
企
業
の
調
査
に
よ
る
と
日
本

の
犬
猫
の
飼
育
数
は
、
15
歳
以
下
の

人
口
よ
り
多
い
と
い
わ
れ
て
い
て
、

ア
メ
リ
カ
に
次
ぐ
世
界
第
２
位
の
ペ

ッ
ト
大
国
だ
そ
う
で
す
。

　
ペ
ッ
ト
も
わ
た
し
た
ち
と
同
じ
か

け
が
え
の
な
い
一
つ
の
命
を
宿
し
て

い
ま
す
。
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
飼
う
こ

と
の
ほ
か
に
、
最
後
ま
で
看
取
っ
て

や
る
こ
と
が
わ
た
し
た
ち
ペ
ッ
ト
を

飼
う
者
の
責
任
だ
と
思
い
ま
す
。

　
ペ
ッ
ト
は
か
け
が
え
の
な
い
大
切

な
家
族
、
そ
う
思
い
ま
せ
ん
か
。

笠さんのパートナー天山くん（秋田犬）▶◀天山くんの友だち、しっぽちゃん（チワワ）



市 　政
だより

　

岡
山
・
県
北
の
盟
主
、
歴
史
を
秘

め
た
古
城
跡
に

さ
ん
さ
ん

燦
々
と
日
々
の
発
展

を
刻
む
津
山
市
。
隣
接
す
る
美
作
市

の
「
宮
本
武
蔵
顕
彰
武
蔵
武
道
館
」

の
落
成
に
合
わ
せ
着
任
し
て
12
年
の

歳
月
を
迎
え
ま
す
。
以
来
、
青
少
年

の
育
成
や
諸
大
会
な
ど
「
剣
道
を
通

し
て
」
市
の
活
性
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
れ
ば
と
精
進
し
て
お
り
ま
す
。

　

戦
後
67
年
を
経
た
今
日
、
子
ど
も

が
親
を

あ
や殺
め
る
事
件
な
ど
に
見
ら
れ

る
世
相
の
乱
れ
は
、
心
あ
る
者
な
ら

そ
の
将
来
に
危

ぐ惧
の
念
を
抱
か
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
本
来
、
人
の
心
の
根

本
に
あ
る
べ
き
「
礼
の
心
」〈
感
謝
と

思
い
や
り
の
心
〉
が
現
在
失
わ
れ
つ

つ
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
人
の

心
に
回
帰
さ
せ
る
た
め
に
「
剣
の
理

法
の
修
練
に
よ
る
人
間
形
成
の
道
で

あ
る
」
と
理
念
を
掲
げ
る
「
剣
道
」

を
代
表
と
す
る
武
道
を
啓

も
う蒙
す
る
こ

と
も
一
つ
の
手
段
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。「
礼
の
心
」
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
伝
え
る
た
め
に
、
津
山
在

住
の
武
道
家
の
皆
さ
ん
に
さ
ら
な
る

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
に
お
け

る
体
育
の
授
業
で
「
武
道
」
が
必
修

科
目
に
な
り
ま
す
。
な
ぜ
今
、
必
修

科
目
に
な
る
の
か
。
先
生
に
は
、
国

の
教
育
目
標
に

う
た謳
わ
れ
る
「
伝
統
と

文
化
の
尊
重
」
に
武
道
が
含
め
ら
れ

る
意
味
を
考
え
て
指
導
に
あ
た
っ
て

い
た
だ
き
、こ
の
こ
と
が
生
徒
に
「
礼

の
心
」
を
伝
え
る
良
い
機
会
に
な
る

こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

ま
た
、
津
山
は
古
く
か
ら
武
道
の

盛
ん
な
地
域
で
す
。
津
山
洋
学
と
同

様
に
そ
の
伝
統
や
文
化
を
「
素
晴
ら

し
い
日
本
人
の
こ
こ
ろ
」
と
し
て
、

津
山
か
ら
発
信
し
て
ほ
し
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
剣
道
の
普
及
と
発
展
の

た
め
、
国
内
の
み
な
ら
ず
海
外
で
も

指
導
や
講
演
な
ど
で
活
躍
を
さ
れ
て

い
る
田
原
さ
ん
か
ら
提
言
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

田
原　

弘
徳
さ
ん
（
東
京
都
）

宮
本
武
蔵
顕
彰
武
蔵
武
道
館　

名
誉
館
長

2012.3 1415 2012.3

　消防団は消防署と連携して、火災や地震・台風などの
自然災害から市民の生命や財産を守るために日夜活動し
ています。あなたも消防団に入って、自分たちの地域を
災害から守る活動に参加しませんか。
活動内容　
○火災や台風・集中豪雨・地震など災害発生時の消火・
防御、救助・救出、安否確認、避難誘導
○平常時の訓練や講習、防火広報　など
入団資格　市内に在住または勤務する18歳以上の人
待遇　消防団員は特別職の非常勤公務員です。年額報酬
や退職報償金（５年以上勤務の場合)、公務災害補償
などが受けられます
問い合わせ先　津山市消防団事務局322-1190

　平成23年10月から平成24年３月分の子
ども手当を受給するための申請を受け付
けています。
　申請がない場合、手当を受けることは
できません。平成23年10月以前に受け取
っていた人を含め、対象年齢の子どもを
養育、監護する人でまだ申請していない
人は、必ず申請してください。
対象年齢　中学校卒業前まで
※支給要件は広報つやま平成23年10月号
13ページに掲載
締め切り　３月30日㈮
※詳しくは、お問い
　合わせください

問い合わせ先　こども課（津山すこやか
　・こどもセンター１階）332-2065

津山市消防団員 募集

守り
たい
。地域の絆

と未来に繋がる笑顔

つな

アドバイザー
（調整役）

提供会員 Ａさん

提供会員
Ｂさん

剣
道
（
武
道
）
か
ら
学
ぶ

市政アドバイザーか
らの

津
山
フ
ァ
ミ
リ
ー･

サ
ポ
ー
ト･

セ
ン
タ
ー

み
ん
な
の
力
で
楽
し
い
子
育
て

　

津
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
フ

ァ
ミ
・
サ
ポ
）
は
市
内
に
住
む
子
育
て
中
の
家
庭

に
、
地
域
の
会
員
が
寄
り
添
い
支
え
て
い
こ
う
と
い

う
、
子
育
て
応
援
の
会
員
の
集
ま
り
で
す
。

　

フ
ァ
ミ
・
サ
ポ
の
仕
組
み
と
入
会
か
ら
サ
ポ
ー
ト

ま
で
を
、
遠
方
か
ら
津
山
に
来
て
子
育
て
し
て
い
る

２
人
の
依
頼
会
員
を
例
に
紹
介
し
ま
す
。

会　員
募集中！

お忘れなく
子ども手当の受給申請

問
い
合
わ
せ
先　
津
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
津
山
男
女
共
同
参

　

画
セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
・
さ
ん
」〈
ア
ル
ネ
・
津
山
５
階
〉
内
）
3 

31-

８
７
５
３

依頼会員　

平田久美子さんと
り　　お

李音ちゃん(１歳11カ月)
　　　　　　　 

 はず　き

蓮希ちゃん(４カ月）
２人の男の子の育児に奮闘中。蓮希の
１カ月訪問で保健師からファミ・サポ
のことを教えてもらいました

提供会員
Aさん
(中学生と小学生
の母）
｢子育てに困った
時、いつでも頼れ
るところがありま
すよ」という気持
ちで顔合わせに参
加しています

提供会員
Bさん
(双子の小学生の
母）
仕事のない時間に
サポートします。
情報交換だけでな
く普段の悩みも相
談できて、親子で
仲良くなれます

提供会員
Cさん

(幼稚園児と小学
生の母）
時間の空いている
時にお手伝いしま
す。依頼会員同士
が仲良くなれるの
がうれしいですね

依頼会員

大石
み　か

味香さんと
り　あ

莉愛ちゃん(７カ月)
夫婦ともに実家が遠方ですが、がん
ばって育児をしています。ママ友か
らファミ･サポを紹介してもらい、
入会しました

　
入　
会

説
明
を
聞
い
て
入
会
し
ま
し
た
。

　
顔
合
わ
せ

　
依
頼
会
員
の
希
望
す
る
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
そ
う
な
提
供
会
員
を

紹
介
し
ま
す
。
子
ど
も
も
交
え
て
、
お
互
い
の
様
子
を
伝
え
、
打

ち
合
わ
せ
を
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
同
じ
地
区
に
住
む
２
人
に
、
３
人
の
提
供
会
員
を
一

緒
に
紹
介
す
る
顔
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。

　｢顔合わせ」は
雑談も交えて楽
しい雰囲気。平
田さんとも仲良
くなれました

　最初はドキド
キしましたが、
リフレッシュで
きた１日でした

　　子どもを人に預けたこと
がなく、提供会員さんに迷惑を
かけないか心配でした。預ける
時に「泣いても大丈夫よ」と言
　　われ、ホッとしました

　うちの子は人見知りするの
で心配でしたが、保育園へ楽
しく行けるようにあやしても
らいました。新米ママのわた
しには提供会員さんの姿が勉
　　　強になります

　短い時間でも、
私を頼ってくれ
る時など、可愛
いなと感じます

　我が子が赤ち
ゃんのころを思
い出して懐かし
く、可愛さに癒
やされます

　
サ
ポ
ー
ト
活
動

◎たはら　ひろのり　昭和15年熊本県八代市生まれ　熊本県立八代高等学校を卒業。警視庁（剣道副
主席師範)、関東管区警察学校（教授・術科教官室長）を経て、現職。

外出時の預かり 保育園への送り
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　平成25年に建国1300年を迎える美作国の誕生を
ひも  と 

紐解く講座。講師からは、中国道の建設が1300年
前の郡の役所(

ぐん　が 

郡衙)跡を発掘するきっかけとなっ
たエピソードなどが紹介され、詰めかけた150人
の聴衆は興味をそそる話に熱心に耳を傾け、その
関心の高さをうかがわせました。
　長畑博さん（北園町）は「史実に基づいた講演
で、美作国の成り立ちがよく分かり、とても興味
深かった」と納得した様子でした。

　大変です。鶴山幼稚園に鬼が３匹現れました。
鬼は大きな金棒を振り回し、園児たちに迫ります。
｢ギャー鬼じゃ～！」と泣き叫び、逃げ回る園児
で遊戯室は大騒ぎ。そこへ勇敢な園児が持ってい
た豆を鬼に投げ始めました。そうすると、園児み
んなに勇気が湧いてきて、一斉に「鬼は～外」と
豆を投げつけます。鬼はたまらず「参った～」と
逃げて行きました。鬼が逃げた後には、福の神が
やって来て、園児は頭をなでてもらいました。豆
を食べて、今年一年、元気に過ごせますように。

　営業用トラックの省エネ運転と安全運行を目的
に社団法人岡山県トラック協会が実施する講習会。
参加者は実際にトラックを運転して、自分流の運
転と指導員が教える省エネ運転との燃費などを比
較。運転記録から平均速度にあまり違いがないも
のの燃費は向上することなどを学びました。
　また、環境生活課職員の「省エネ運転は会社の
経費削減だけでなく、二酸化炭素の排出量が削減
され、地球温暖化防止にもつながるので、積極的
に行ってほしい」との説明に聞き入っていました。

　市内小中学校全36校の生徒が図工や美術の時間
に制作した作品を展示する美術展。絵画や版画、
石こうで作ったオブジェなど1,077点の秀作が集
まりました。訪れた親子連れなどが友だちや自分
の作品を見つけては「上手じゃな～」｢迫力があ
るな～」など笑顔で話しながら見入っていました。
　海の中の様子をステンドグラスで表現した仁木
駿斗さん（勝加茂小４年生）は「赤・青・黄色を
使って水中の光を表現した。ていねいに仕上げる
のが大変だった」と笑顔で話してくれました。

　地場産物や旬の食材活用など食に対する理解や
関心を深める学校給食週間。市内の小中学校では
日本の郷土料理や世界の料理が出されました。
　この日のメニューは長崎ちゃんぽん。子どもた
ちは試食に訪れた市長や教育長などと楽しく話を
しながらおいしそうに食べていました。
　武本奏楽さん（２年生）は「給食はいろいろな
メニューが出てくるし、友だちと楽しく食べられ
るのでいつも楽しみです」と満足した笑顔で答え
てくれました。

　本にもっと親しんでもらおうと図書館まつりが
開かれ、読み聞かせや講演会、工作教室などさま
ざまなイベントが行われました。
　絵本の読み聞かせでは女子サッカー日本代表の
なでしこジャパンで活躍する福元美穂選手のほか、
中野真奈美選手・安田邦子選手（岡山湯郷ベル)
が登場。３選手は大型絵本など５冊の絵本を話し
かけるような優しい口調で読んでいきます。集ま
った聴衆はそんな感情豊かな表現に微笑みを浮か
べながら楽しそうに聞き入っていました。

　グリーンヒルズ津山で行われた凧作り凧あげ大会に15組45人の親子が参加しました。作り方を聞いた
後、製作開始。材料の竹ヒゴや糸巻きは友の会会員の手づくりです。参加者は凧の生地の横野和紙に絵
を描いていきます。骨組みを作り、凧糸をつけていくと早く揚げたいという気持ちが高まります。
　完成後は外に出て親子一緒の凧あげ大会。この日は風が弱く、凧はなかなか揚がりません。それでも
子どもたちは、少しでも凧が揚がるように広い芝生広場を歓声を上げながら駆け回っていました。
　母親と兄弟３人で参加した牧原ゆうさん（西小１年生）は「作るのは少し難しかったけど、楽しかっ
た。今度は、風のある日にみんなで凧揚げに来たいなあ～」と息を弾ませながら話してくれました。

ようこそ、お話の世界へ
１月28・29日 市立図書館

２月５日 グリーンヒルズ津山

感性豊かな作品ばかり
２月17日 市立文化展示ホール（アルネ・津山４階)

関心高まる、
みまさかのくに

美作国建国1300年
１月29日 津山文化センター

鬼なんかに負けないぞ
２月３日 鶴山幼稚園（椿高下)

トラックも地球に優しいエコ運転 おいしい給食、いただきま～す
１月24日 東小学校（山北)

高～く揚がれ、自慢の凧

第11回図書館まつり

学校給食週間（1月24～30日）給食試食会

グリーンヒルズ津山友の会　
たこ

凧作り凧あげ大会

省エネ・安全運転講習会

津山市文化協会講座
美作国の誕生-建国から1300年

節分豆まき

平成23年度津山市小中学校教育美術展

２月４日 津山輸送サービスセンター（河辺)
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　平成23年12月
18日に東京の後
楽園ホールで行
われた全日本新
人王決定戦で全
日本新人王に輝
きました。
　ボクシングは
大学時代に体力
づくりのために始め、同年代のボクサ
ーの試合を見て触発され、プロボクサ
ーを目指すようになったという尾島さ
ん｡「ボクシングはスリルと緊張感が
あって面白いです。津山の人たちから
応援してもらえると、とてもうれしい
です。それが励みにもなります。チャ
ンピオンになり、地元でタイトルマッ
チをしてみたい」と力強く語ってくれ
ました。

尾島 祥吾さん(津山市出身）
プロボクシング バンタム級
全日本新人王決定戦王座獲得

餃
子
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形
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イ
メ
ー
ジ
し
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▶

ス
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ツ
餃
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広
報
つ
や
ま
で
紹
介
さ
れ
て
い

た
津
山
餃
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は
、
ど
こ
で
販
売
し

て
い
ま
す
か
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東
一
宮
・
男
性
）

　
津
山
餃
子
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
　
津
山
餃
子
は
「
津
山
産
小
麦
の

皮
で
津
山
の
素
材
を
包
む
」
を
テ

ー
マ
に
、
安
心
安
全
を
追
求
し
た

餃
子
で
す
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一
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ご
賞
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く
だ
さ
い
。
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 　小学生の時は伝記もの
の本を読むのが好きで、
本の帯に書かれていた内
容に興味を持って読んだ

『ヘレン＝ケラー自伝』。子どもにも薦めて、
親子で読みました。
　ヘレン・ケラーは１歳の時、高熱のため視
力・聴力・言葉を失ってしまいます（三重
苦)。そのため両親からしつけを教わること
ができなかったヘレンはわがままな子どもに
育ってしまいます。しかし、７歳の時、家庭
教師として家に来たアン・サリバン先生と出
会い、三重苦を乗り越えて成長していくこと
になります。

　わたしたちは日常を普通に生活できている
ことに慣れ過ぎてしまっています。特に、子
どもたちはそれが幸せだということを見失い
がちです。また、人は一人では生きていくこ
とができません。家族や友だち、周りの人に
支えられて生きています。
　この本を読むとヘレンの苦労やヘレン自身
が努力家で、好奇心旺盛だったことが良く分
かります。さらに、人との出会いの大切さを
教えてくれます。子ども
たちには困難に出会った
時、ヘレンのように強い
意志を持ち、前を向いて
歩いていってほしいと思
っています。

　
近藤 睦子
推薦者

　さん
 　(小原）

前を向いて生きていく
みんなのページちゃい

つやまっ子に
贈る100冊の本

城
下
町
の
芸
能
を
継
承
し
た
い

大
桑　

修
さ
ん
（
川
崎
）

きらめくきらめく

山
ぎ
ょ
う
ざ

餃
子
は

ど
こ
で

買
え
る
の

津

津
山
情
緒
保
存
会 

会
長

「ヘレン＝ケラー自伝」
ヘレン＝ケラー
今西　祐行　訳　
　　　　（講談社）

め
に
津
山
の
芸
妓
衆
が
上
京
し
、
日

本
橋
の
三
越
劇
場
で
１
週
間
の
披
露

公
演
を
行
っ
た
そ
う
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
は
地
元
で
も
次
第
に
踊

ら
れ
な
く
な
り
、
い
つ
し
か
忘
れ
去

ら
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

二
階
町
町
内
会
が
昭
和
62
年
、
平
成

11
年
に
徳
守
神
社
の
祭
り
で
復
活
さ

せ
て
い
た
と
聞
き
ま
し
た
が
、
こ
れ

も
次
第
に
活
動
が
小
さ
く
な
っ
て
い

っ
た
そ
う
で
す
。

　
こ
の
会
を
発
足
す
る
た
め
に
た
く

さ
ん
の
人
た
ち
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
で
も
多
く

の
人
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
を
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
内
容
は
？

　
さ
く
ら
ま
つ
り
や
津
山
ま
つ
り
の

ほ
か
、
商
店
街
や
津
山
駅
、
衆
楽
園

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
で
踊
り
を
披
露
し

て
い
ま
す
。
会
員
は
１
５
０
人
位
で

「
踊
り
連
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
が
い

く
つ
も
あ
り
ま
す
。
普
段
は
踊
り
連

ご
と
に
練
習
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
定
例
の
全
体
練
習
会
を

平
成
14
年
の
発
足
か
ら
10
年
を
迎
え

る
津
山
情
緒
保
存
会
。
発
足
時
か
ら

会
長
を
務
め
る
大
桑
さ
ん
に
津
山
情

緒
と
10
年
間
の
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

会
を
立
ち
上
げ
た
き
っ
か
け
は
？

　
10
年
前
、
城
下
町
で
あ
る
津
山
に

継
承
さ
れ
た
芸
能
が
な
い
こ
と
を
不

思
議
に
思
い
「
何
か
あ
る
は
ず
だ
」

と
、
知
人
と
一
緒
に
史
料
や
記
憶
を

辿た
ど

り
始
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
津
山

情
緒
の
写
真
を
見
つ
け
た
と
き
に

「
こ
れ
だ
」
と
思
い
、
保
存
会
を
結

成
す
る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　
津
山
情
緒
は
昭
和
４
年
に
津
山
市

制
施
行
を
記
念
し
て
生
ま
れ
た
唄
と

踊
り
で
す
。
当
時
、
観
光
宣
伝
の
た

れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
に
踊
り
を
見

て
も
ら
い
、
城
下
町
津
山
が
津
山
情

緒
と
共
に
い
つ
ま
で
も
風
情
の
感
じ

ら
れ
る
ま
ち
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

津
山
情
緒
へ
の
思
い
を
語
る
口
調
は

穏
や
か
で
、
心
の
大
ら
か
さ
を
感
じ

さ
せ
て
く
れ
る
大
桑
さ
ん
。
さ
ら
に

唄
と
踊
り
が
広
が
り
、
多
く
の
人
の

心
を
癒
や
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

開
い
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
前
に
は
合
同

で
練
習
を
し
た
り
も
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
魅
力
は
？

　
発
足
時
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン

ト
へ
の
出
演
依
頼
が
あ
り
、
地
元
の

人
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を

復
活
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
実

感
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ま
つ
り
な

ど
で
見
物
客
が
見
よ
う
見
真
似
で
、

楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
い
る
姿
を
見
る

と
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
ね
。

今
後
の
目
標
は
？

　
市
民
み
ん
な
が
津
山
情
緒
を
踊
る

こ
と
が
で
き
て
、
ご
ん
ご
ま
つ
り
の

ご
ん
ご
踊
り
の
よ
う
に
各
地
域
や
グ

ル
ー
プ
で
踊
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
ね
。

　
踊
り
は
見
て
い
る
と
心
が
癒
や
さ

▲さくらまつりで踊りを披露
する津山情緒保存会



応募方法

問

締め切り

当選者

　

　
　

　

（鉛筆は不可）

絵手紙を…

あて先は見本
のとおりに書
くだけでＯＫ

●はがきで応募●イラスト応募者は必ず学年（年齢）
を記入●ペンネーム可●採用された人には記念品を
贈呈します●希望者には作品を返却します

としょかん
月

①答え②記事の感想や市政へのご意見③
希望する記念品（Ⓐ～Ⓒの中から１つ）
を書いてください。

4

1300
（応募51人、正解51人）

福嶋良枝さん、畝岡幸子さん、
田渕智子さん、出羽京子さん、
赤名敬子さん

４月10日㈫　当日消印有効
当選者は５月号で発表

１月号の正解

市役所へのお便りは…
　

必
ず
氏
名
と
フ
リ
ガ
ナ
、
住
所
、
電
話
番
号

を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
応
募
い
た
だ
い
た
お
便

り
は
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ぶ
っ
く
ま
る

秘
書
広
報
室
行

2012.3 2021 2012.3

342 - 7032午前10時～午後６時

336 - 8622午前10時～午後６時

357 - 3444午前10時～午後６時

津山まつり期間中、中心
商店街で行われるのは、
｢2012商店街◯◯◯天国」
○に入る３文字は？

午前10時～午後７時 324 - 2919
市立図書館(アルネ・津山 4階）

●小さな子どものえほんのじかん
とき　毎週水曜日10：30～11：00
内容　赤ちゃん絵本の読み聞かせ

●木曜ビデオ館
とき　毎週木曜日14：30～
内容　５日＝｢春の野草｣、12日＝｢廣重を歩く 春篇｣、
　19日＝｢名城を旅する～伊予松山城と四国の名城｣、
　26日＝｢ヤヌシュ・コルチャック すべてをこども
のために｣

●日曜えほんのじかん
とき　８日㈰15：30～16：00
内容　絵本の読み聞かせ

●ファミリーシアター
　とき　29日㈰14：30～
内容　子ども読書週間映画会「メダカの兄弟誕生
の不思議」｢野山の人気者たち」

●大きい子のおはなしのじかん
　とき　14日㈯15：00～15：30
●おはなし会
　とき　19日㈭11：00～11：30
●こどもの読書週間行事
とき　21日㈯11：00～12：00
内容　｢あいあいスマイル」による絵本の読み聞か
せ、手遊びなど

とき　21日㈯13：00～15：00
内容　｢布えほんボランティア」が作った布おもち
ゃを使った遊び

とき　22日㈰11：00～12：00
内容　｢津山おはなしの会」によるストーリーテリ
ング（語り）

休館日：24日㈫

加茂町図書館(加茂町塔中）

●おはなし会
とき　29日㈰10：30～11：00
内容　絵本の読み聞かせと簡単な工作

勝北図書館(新野東）

●えほんタイム
　とき　12日㈭10：30～11：00
内容　｢勝北ブックくらぶ」による絵本の読み聞かせ

●おはなしタイム
とき　15日㈰10：30～11：00
内容　｢勝北ブックくらぶ」によるお話など
久米図書館(中北下）

●いっしょにあそぼ！ ０１２３てくてく
とき　18日㈬10：30～11：30
内容　｢たんぽぽの家」による手遊び、折り紙など
対象　０～３歳児と保護者

●こくちゃんの紙芝居劇場
とき　28日㈯15：00～
内容　紙芝居

３館の休館日：２日㈪、９日㈪、16日㈪、23日㈪、
　24日㈫、30日㉁

新しくはいった本
こどもの本
『給食室の日曜日』村上しいこ作（講談社）
『ようちえんいやや』長谷川義史作（童心社）
おとなの本
『歪』堂場瞬一作（角川書店）
『お国柄ことばの辞典』加藤迪男作（東京堂出版）
郷土の本
『山賊ダイアリー １』岡本健太郎作（講談社）
『川湊楢村』多胡益治作

記念品  Ⓐ図書カード Ⓑ津山洋学資料館
招待券(２枚）Ⓒあば温泉無料入場券(５枚）

正解者の
中か

ら抽選で
５人に

記念品が

当たりま
す●市立図書館のホームページから、オンラインレ

　ファレンス（調査・問い合わせ）ができます
　https://tsuyamalib.tvt.ne.jp/

高倉小学校10:15～10:45 ⇒ 衆楽公園駐車場(市役所東側)12:00～12:40 ⇒ 向陽小学校13:00～13:30 ⇒ 小原会館
14:00～14:40 ⇒ 院庄公民館15:20～16:20 12日㈭

18日㈬
勝加茂小学校10:15～11:00 ⇒ 新野小学校13:00～13:30

17日㈫佐良山小学校10:00～10:40 ⇒ 津山口駅前11:05～11:35 ⇒ 一宮小学校12:50～13:30 ⇒ 林田小学校14:30～16:00
16日㈪ときわ園10:00～10:30 ⇒ 高野公民館11:10～11:50 ⇒ 広野小学校13:00～13:30 ⇒ 広戸小学校14:30～16:00
13日㈮成名小学校10:15～11:00 ⇒ 清泉小学校13:00～13:40 ⇒ 大崎小学校14:40～16:00 

鶴山小学校13:00～14:00 ⇒ 塩手荘14:40～15:10

喬松小学校10:15～10:45 ⇒ 道の駅｢久米の里｣11:15～12:00 ⇒ 誠道小学校13:00～13:40 ⇒ 田邑公民館15:00～16:00 20日㈮
秀実小学校10:15～11:00 ⇒ 中正小学校12:50～13:20 

19日㈭

阿波小学校10:25～11:00 ⇒ 旧ＪＡ上加茂11:20～11:50 ⇒ 加茂小学校13:00～13:40 ⇒ めぐみ荘14:00～15:00
25日㈬
26日㈭

23日㈪
河辺小学校10:15～10:45 ⇒ 東小学校13:00～13:30

11日㈬北小学校10:00～10:40 ⇒ 総社東第二遊園地11:10～11:40 ⇒ 高田小学校13:00～13:30 

※
お
わ
び
と
訂
正

　
２
月
号
12
ペ
ー
ジ
「
ふ
ぉ
と
ほ
っ
と
る
ぽ
」
の
中
で
、
名
前
を
誤
っ
て
記
載
し
て

　
い
ま
し
た
。
正
し
く
は
、
谷
口
俊
一
朗
さ
ん
で
す
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（敬称略）

▲皆木　邦子（押入）

▲ペンネーム・ニャンコ（院庄）

▶
ペ
ン
ネ
ー
ム
・
白
雉
（
小
田
中
）

▶
杉
山　

陽
菜
（
５
歳
・
加
茂
町
宇
野
）

▶
杉
山　

和
子
（
山
北
）



けんこう･そうだん こどもひろば
月

４
月
の
相
談

LET’S

じ ど う か ん
中央児童館（山北）　午前10時～午後５時
322-2099

ぐりむ児童館（加茂町中原）　午前９時～午後５時
342-3168

ワイワイ児童館（横山）　午前10時～午後５時
324-4400

阿波児童館（阿波）　月・金曜日 午後１時～５時
346-2076 水曜日 午前９時～午後５時

44

４月

日 受付時間健　　診

ところ　津山すこやか・こどもセンター
☆対象者には個別に通知します

乳 児 健 診
１歳6カ月児健診
３歳 児 健 診

17日㈫、18日㈬
10日㈫、11日㈬、13日㈮
24日㈫、25日㈬、27日㈮

13：00

14：00

～

2012.3 2223 2012.3

絵本タイム　とき：５日㈭、17日㈫13：15～13：45　内
容：絵本や紙芝居の読み聞かせ、折り紙など
プレクラブ ワイワイあそぼ♪　とき：11日㈬10：30～
11：30　対象：１歳～平成24年４月１日以前に生まれ
た幼児と保護者
赤ちゃんあそぼ！
　とき：18日㈬、25日㈬
10：30～11：30
　対象：１歳未満の乳児
と保護者　定員：15組
(先着順） 受付：６日
㈬10：00～（電話のみ)

お話タイム　とき：11日㈬、27日㈮13：00～13：30
　内容：読み聞かせ、パネルシアター、折り紙など
赤ちゃん広場　とき：12日㈭11：00～11：30　対象：１
歳未満の乳児と保護者　定員：10組（先着順)　
　受付：３月27日㈫10：00～（電話のみ）
親子であそぼう　とき：16日㈪10：30～11：30
　内容：ふれあい遊びなど　対象：０～２歳の乳幼児
と保護者

たんぽぽルーム（パネルシアターとエプロンシアター) 
とき：11日㈬10：00～11：30　対象：０～６歳の未就
学児と保護者、妊婦　※保健師の育児相談あり
まっちゃんと遊ぼう　とき：14日㈯13：30～16：00
　内容：創作遊びなど　※幼児は保護者同伴
たんぽぽルーム（お話なあにとミニ工作)　とき：25
日㈬10：00～11：30　内容：図書館職員による読み聞
かせ、ミニ工作　対象：０～６歳の未就学児と保
護者、妊婦
こどもの日の集い　とき：28日㈯13：30～16：00　内容：
　桜餅づくり　参加費：100円　受付：22日㈰9：00～

折り紙しよう！「春」
　とき：６日㈮14：00～15：00
内容：折り紙で春の花や
虫を作り、壁面に飾りま
す
作ってあそぼう！「ぶんぶんごま」 とき：21日㈯10：00
～11：00　内容：身近な材料を使ったこま作り

20日㈮
10:00～14:30

５月11日㈮
13：30～16：00

５月27日㈰
10：00～12：00

27日㈮ 10:00～11:30
　　　 12:30～15:30

と　　こ　　ろ

市役所１階市民ロビー

と　　き

対　象　市内に在住する20～80歳の人（予約要）

と　　こ　　ろと　　き

９日㈪   9:00～16:00 津山すこやか・こどもセンター

年会費　1,000円

と　　こ　　ろと　　き

第３木曜日 13:30～15:00 東庁舎１階多目的会議室

定　員　20人（予約要・先着順）
参加費　200円（調理実習代として）

と　こ　ろ

男女共同参画
センター「さ
ん・さん｣(ア
ルネ・津山５
階)

と　き

津山すこやか
・こどもセン
ター

内　　　容
｢バランスの良い食事
を取ろう」～栄養士
の話・調理実習～
｢うたのゆりかご」～
胎教に良い童謡をみ
んなで歌いましょう
～
｢お産に向かって準備
しよう」～助産師の
話・呼吸法～
｢赤ちゃんが生まれた
よ」～沐浴・妊婦体
験など～

もく　よく

●女性の悩みごと相談
　とき　毎週水曜日、奇数月第３土曜日
　　10：00～16：00
　ところ　津山男女共同参画センター「さん・さん」
　■問さん・さん331-2533
●女性と子どもの法律相談（予約要）
　とき　２日㈪・16日㈪13：30～16：40
　ところ　津山すこやか・こどもセンター
　■問こども課332-2065
●女性と子どものなやみごと相談所
　とき　12日㈭・26日㈭10：00～15：00
　ところ　さん・さん
　■問さん・さん331-2533
●鶴山塾教育相談
　とき　毎週火・木曜日13：30～16：30
　　６日㈮13：30～15：30、27日㈮10：00～12：00
　ところ　教育相談センター「鶴山塾」
　■問鶴山塾322-2523
●司法書士・弁護士法律相談（無料・予約要）
　とき　司法書士＝４日㈬・18日㈬13：30～
　　16：30、弁護士＝13日㈮10：00～12：00、
　　13：00～15：00
　　※弁護士相談受付開始日６日㈮8：30～
　ところ　環境生活課（市役所１階１番窓口）
　■問環境生活課332-2057

●人権・行政合同相談
　とき　13日㈮10：00～15：00
　ところ　加茂町公民館
　■問加茂支所市民生活課332-7032
●行政相談
　とき　18日㈬10：00～15：00
　ところ　加茂町公民館
　■問加茂支所市民生活課332-7032
●人権・行政・民生合同相談
　とき　19日㈭10：00～15：00
　ところ　勝北老人憩いの家
　■問勝北支所市民生活課332-7023
　

　犯罪被害者支援相談窓口を設置します
　(本紙11ページに関連記事あり）

　リウマチ患者や家族の皆さんが、日頃感じている
ことを気軽に話し合い、当事者の思いを分かち合う
会です。同じ病気を持つ仲間同士の“語らいの場”
に参加してみませんか。

　※このほかにもさまざまな相談窓口が設けられています。詳しくは「津山市 暮らしの便利帳」をご覧ください

絆
と
い
う
名
の
バ
ト
ン
を
つ
な
ぐ

津
山
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
競
技
教
室

休館日　中央児童館・ワイワイ児童館　２日㈪、９日㈪、15日㈰、23日㈪、30日㉁
　　　　ぐりむ児童館　２日㈪、９日㈪、16日㈪、23日㈪、29日㈷、30日㉁

問い合わせ先　健康増進課332-2069　　※料金を掲載していないものは無料です

元気な子どもを育てるために

「愛の献血」にご協力を

骨密度測定

リウマチのつどい

妊婦ぽんぽこ学級
　
津
山
陸
上
競
技
場
に
未
来
の
ア
ス

リ
ー
ト
を
目
指
す
子
ど
も
た
ち
の
真

剣
な
ま
な
ざ
し
が
輝
き
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
５
月
の
全
国
大
会
予

選
に
向
け
て
の
体
力
づ
く
り
と
し
て
、

ハ
ー
ド
ル
や
ラ
ダ
ー
（
は
し
ご
）、

ボ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
た
サ
ー
キ
ッ
ト

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
バ
ラ
ン
ス
感
覚
と

体
幹
を
鍛
え
る
練
習
メ
ニ
ュ
ー
な
ど

を
繰
り
返
し
こ
な
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
一
人
ひ
と
り
が
「
百
メ
ー

ト
ル
走
の
タ
イ
ム
を
１
秒
速
く
す

る
」
な
ど
、
目
標
を
設
定
し
て
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
つ
け
な
が
ら
練

習
し
て
い
ま
す
。

　

鏡
野
町
か
ら
通
う
定
久
諒
く
ん

（
小
学
６
年
生
）
は
「
練
習
は
き
つ

い
け
ど
、
記
録
が
縮
ま
る
と
う
れ
し

い
。
中
学
生
に
な
っ
た
ら
教
室
の
仲

間
が
ラ
イ

バ
ル
に
な

る
の
で
負

け
た
く
な

い
」
と
意

気
込
み
を

語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　
昨
年
は

ハ
ー
ド
ル

走
で
武
川

日
和
さ
ん

（
成
名
小

６
年
生
）

が
全
国
優

勝
す
る
な

ど
収
穫
の

多
い
年
と

な
り
ま
し

た
。

　
指
導
者

の
佐
藤
さ
ん
は
「
個
人
種
目
が
多
い

競
技
で
す
が
、
互
い
に
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

す

る
こ
と
で
育
ま
れ
る
思
い
や
り
や
絆

を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

と
き
・
と
こ
ろ　
毎
週
土
曜
日
午
後

４
時
～
６
時
・
津
山
陸
上
競
技
場

（
勝
部
）

内
容　
リ
レ
ー
、
百
メ
ー
ト
ル
走
、

ハ
ー
ド
ル
走
、
幅
跳
び
、
高
跳
び

対
象　
小
学
４
年
～
６
年
生

定
員　
40
人

会
費　
年
額
１
万
２
千
円

問
い
合
わ
せ
先　
佐
藤
俊
二
さ
ん

　

3 

０
９
０ -

８
０
６
９-

９
７
５

１



イベント☆募集☆お知らせば
じいけ

イベント☆募集☆お知らせ

ば
じ
い
け

ん

ん

日曜納税窓口

広告募集広報つやま

1枠……4万円
1/2枠…2万円

※原稿制作料は別途必要です
お申し込み先

株式会社アイシーエム

津山市民へのPRにご利用ください。

掲載料
（税込）

TEL.0868-23-3215

津
山
総
合
体
育
館

津
山
す
こ
や
か
・

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

⬅津山市役所方面

宮　
川

柳
通
り

　　　　　　➡
津山警察署方面

高専橋
   自動車のみ通行できます

[仮設歩道橋]
歩行者用

歩行者
迂回路

自転車の人は、自転車を
降りて仮設歩道橋を通行
してください

2012.3 2425 2012.3

第
19
回 

西
東
三
鬼
賞
が
決
定
し
ま
し
た

流
れ
た
き
か
た
ち
に
流
れ
春
の
水

　
　
　
澤
本
三
乗
（
香
川
県
）

　
　人

体
は
耐
震
構
造
こ
ろ
も
が
え

　
　
　
東
金
夢
明
（
東
京
都
）

過
去
形
が
多
数
を
占
め
る
冬
の
本

　
　
　
御
中
虫
（
大
阪
府
）

ま
た
熊
が
出
た
赤
ん
坊
が
生
れ
た
り

　
　
　
赤
座
閑
山
（
岡
山
県
）

サ
ク
ラ
サ
イ
タ
尋
常
で
な
い
小
学
校

　
　
　
西
田
唯
士
（
大
阪
府
）

八
月
の
入
り
口
の
な
い
玩
具
店

　
　
　
佐
藤
日
田
路
（
兵
庫
県
）

空
間
を
完
成
さ
せ
る
立
葵

　
　
　
松
本
孝
介
（
栃
木
県
）

鳥
渡
る
に
ん
げ
ん
と
し
て
深
呼
吸

　
　
　
中
岡
昌
太
（
神
奈
川
県
）

大
昼
寝
虚
子
五
百
句
を
枕
と
す

　
　
　
津
久
井
紀
代
（
東
京
都
）

春
ま
だ
き
三
鬼
の
海
が
人
を
引
く

　
　
　
伊
藤
雅
允
（
東
京
都
）

真
言
を
吐
き
尽
し
た
る
枯
蓮

　
　
　
北
川
正
明
（
京
都
府
）

 高専橋の
 歩行者・自転車の迂回
　市では、交差点改良工事に伴う高専橋の
拡幅工事を行っています。歩道を撤去をす
るので、歩行者と自転車は仮設歩道橋に迂
回していただきますようお願いいたします。
期間　平成26年５月下旬まで（予定）
通行規制区間と
迂回路

※自動車は高専橋を通行できます
問い合わせ先　土木課332-2094

問
い
合
わ
せ
先　
西
東
三
鬼
賞
委
員
会
事
務
局
（
文
化
課
内
）
3 

32-

２
１
２
１

さ
い
と
う
さ
ん
き

（納期限：４月２日㈪）

３月18日㈰ 午前9時～午後4時
納税課（市役所2階1番窓口）

転入　
出生

人　 転出
人　 死亡

人
人

人口　
　男　
　女　　　
世帯　

（２月１日現在）

262   233
80 137

107,271
51,179
56,092
44,240

人（前月比△28）
人（同＋12）
人（同△40）　　
世帯（同＋70）

３ 月　の　納　税

１月中のひとの動き

●国民健康保険料 　　　９期　　　　　（普通徴収）
●後期高齢者医療保険料 ９期　　　　　（普通徴収）
●介護保険料　　 　　　10期　　　　　（普通徴収）

　
ま
た
、
こ
の
ほ
か
佳
作
30
句

が
決
定
し
ま
し
た
。

秀　
逸

大
賞
・
西
東
三
鬼
賞

ご協力ください

岡山県国民健康保険団体連合会
マスコットキャラクター「ハレルン」

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　
県
県
民
生
活
交

通
課
3 

０
８
６-

２
２
６-

７

２
８
７

　
工
作
や
科
学
実
験
を
通
し
て
、

創
造
す
る
喜
び
や
び
っ
く
り
体
験

を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
第
２
・
４
土
曜
日
午
後
２

時
～
４
時

と
こ
ろ　
津
山

工
業
高
等
専

門
学
校（
沼
）

対
象　
小
学
４

年
～
中
学
生

定
員　
25
人
程

度
（
応
募
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

会
費　
５
千
円

締
め
切
り　
３
月
30
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

　

3 

32 -

２
１
２
０

　
勝
北
地
域

の
風
土
を
モ

チ
ー
フ
に
し

た
市
民
参
加

の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
で
す
。

あ
な
た
も
参

加
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

《
レ
ッ
ス
ン
》

と
き　
毎
週
土
曜
日
（
開
始
時
期

　
・
時
間
は
後
日
連
絡
）

と
こ
ろ　
勝
北
公
民
館（
新
野
東
）

募
集
内
容　
出
演
者
、
音
響
・
照

明
・
舞
台
美
術
・
演
出
助
手
な

ど
応
募
資
格　
幼
児
～
大
人

参
加
費　
出
演
者
の
み
５
千
円

締
め
切
り　
３
月
31
日
㈯

《
プ
レ
公
演
》

と
き　
11
月
24
日
㈯

と
こ
ろ　

勝
北
文
化
セ
ン
タ
ー

（
新
野
東
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　
津
山
「
風
と
光

と
心
の
劇
場
」実
行
委
員
会（
勝

北
公
民
館
内
）
3 

36-

８
１
８

０

　
日
頃
の

健
康
づ
く

り
で
感
じ

た
こ
と
を

標
語
に
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

テ
ー
マ　
健
康
づ
く
り

応
募
方
法　
①
標
語
（
漢
字
に
は

ふ
り
が
な
を
付
け
る
）
②
住
所

③
氏
名
④
年
齢
⑤
電
話
番
号
を

記
入
し
、
郵
送
で
応
募

賞　
採
用
者
に
は
記
念
品
を
贈
呈

締
め
切
り　
３
月
30
日
㈮
必
着

※
１
人
３
作
品
ま
で

問
い
合
わ
せ
先　
〒
７
０
０-

８

５
６
８
岡
山
市
北
区
桑
田
町
17

　

 -

５
岡
山
県
国
民
健
康
保
険
団

体
連
合
会
保
険
事
業
課
3 

０
８

６-

２
２
３-

９
１
０
２

と
き　
４
月
８
日
㈰
午
前
９
時
受

付
、
９
時
30
分
開
会

と
こ
ろ　
津
山
陸
上
競
技
場
集
合

対
象　
２
～
５
人
の
グ
ル
ー
プ

参
加
料　
１
人
３
０
０
円

申
込
方
法　
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
ま

た
は
直
接
申
し
込
む
（
当
日
申

し
込
み
可
）

持
っ
て
く
る
も
の　
弁
当
、
飲
み

物
、
雨
具
、
時
計
、
赤
色
の
ボ

ー
ル
ペ
ン

締
め
切
り　
４
月
６
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先　
ス
ポ
ー
ツ
課

　

3 

24-

０
２
０
２
、
5 

24-

７

２
３
５

と
き　
３
月
22
日
㈭
午
前
９
時
～

午
後
４
時

と
こ
ろ　
市
役

所
１
階
市
民

ロ
ビ
ー

相
談
内
容　
新
築
、
増
築
、
リ
フ

ォ
ー
ム
、
建
築
工
法
、
シ
ッ
ク

ハ
ウ
ス
対
策
、
建
築
基
準
法
に

関
す
る
こ
と　
な
ど

問
い
合
わ
せ
先　
建
築
住
宅
課

　

3 
32-
２
０
９
９

　
ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
タ
フ
ェ
市
は

津
山
市
の
友
好
交
流
都
市
で
す
。

サ
ン
タ
フ
ェ
市
内
の
学
校
が
主
催

す
る
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。

と
き　
３
月
24
日
㈯
午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

対
象　
平
成
24
年
度
に
中
学
２
・

３
年
生
に
な
る
人
と
そ
の
保
護

者

ツ
ア
ー
期
間　
７
月
21
日
㈯
～
30

日
㈪

※
説
明
会
に
参
加
し
な
く
て
も
、

応
募
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　
津
山
サ
ン
タ
フ

ェ
友
好
協
会
事
務
局
（
協
働
推

進
室
内
）
3 

32-

２
０
３
２

　
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め

に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
と
行
政
が
協
働

し
て
行
う
事
業
に
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
。

補
助
率　
10
分
の
10
以
内

補
助
基
準
額　
１
事
業
当
た
り
１

０
０
万
円
～
１
千
万
円

締
め
切
り　
４
月
４
日
㈬

西
東
三
鬼
賞
表
彰
式

と
き　
３
月
30
日
㈮
午
後

４
時
～

と
こ
ろ　
津
山
国
際
ホ
テ

ル
（
山
下
）

曲き
ょ
く
す
い水の
宴え

ん

俳
句
会

と
き　
３
月
31
日
㈯
午
前

９
時
30
分
～

と
こ
ろ　
衆
楽
園

参
加
費　
千
円
（
句
せ
ん

代
含
む
）

ご
応
募
く
だ
さ
い

健
康
づ
く
り
標
語
募
集

ご
参
加
く
だ
さ
い

ア
メ
リ
カ
・
サ
ン
タ
フ
ェ
市
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
ツ
ア
ー
説
明
会

平
成
24
年
度
メ
ン
バ
ー
募
集

津
山
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

募
集
し
て
い
ま
す

岡
山
県
新
し
い
公
共
の
場
づ

く
り
の
た
め
の
モ
デ
ル
事
業

住
ま
い
づ
く
り
の
参
考
に

住
宅
相
談
（
無
料
）

春
風
に
誘
わ
れ
て

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

ご
応
募
く
だ
さ
い

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
風
の
野の

っ

原ぱ
ら

」
出
演
者
・
ス
タ
ッ
フ



※放送日時は変更になる場合がありますば
じいけ ん

イベント☆募集☆お知らせ

 ５ 人槽

 ７ 人槽

10人槽

補助金額

352,000円

441,000円

588,000円

久米地域

332,000円

414,000円

548,000円

人槽

2012.3 2627 2012.3

ソシオのフリーマーケット
（まちなかガレージセール） 

資格　市内に在住・勤務の人またはごみ
減量に関心のある人（業者は不可）
※18歳未満の人は、保護者同伴
販売品　家庭で眠っている不用（合成洗
剤・食品・仕入れた物を除く)
参加費　1,500円
応募方法　はがきに①住所②氏名（団体の場合は団
体名・責任者名）③電話番号（昼間に連絡可能な
番号）④販売品を記入してソシオ一番街事務局へ
送付（１家族・団体につき１枚）
締め切り　４月23日㈪必着（応募多数の場合は抽選)

第10回にぎわい市
資格　市内または近郊にある商店、事業所、生鮮野
菜・加工品生産者など（露店商は除く）
応募方法　はがきに①住所②氏名（団体の場合は団
体名・責任者名）③店名④電話番号（昼間に連絡
可能な番号）⑤ファクス番号・Eメールアドレス⑥
販売品を記入してソシオ一番街事務局へ送付（１
店舗・団体につき１枚）
参加費　2,000円
締め切り　３月31日㈯必着（応募多数の場合は抽選)

問い合わせ先　〒708-0022津山市山下27-4ソシオ
一番街事務局322-7654（日・火曜日・祝日を除
く午前10時～午後４時）

ふれあいニュースポーツ教室
とき　４月11日～６月27日の水曜日
　(全10回)午前９時30分～11時30分
ところ　津山総合体育館ほか
対象　市内に在住の人
定員　50人程度（申し込み多数の場合
は抽選)
参加費　3,000円（傷害保険料を含む）
申込期間　３月16日㈮～30日㈮

ふれあいグラウンド・ゴルフ教室
とき　４月11日～６月27日の水曜日
　(全10回)午前９時30分～11時30分
ところ　中央公園グラウンドほか
　(雨天時は津山総合体育館）
対象　市内に在住の人
定員　50人程度（申し込み多数の場合は抽選）
参加費　3,000円（傷害保険料を含む）
申込期間　３月16日㈮～30日㈮

硬式テニス教室
とき　４月12日～７月19日の木曜日
　(全12回)午前10時～正午
ところ　津山スポーツセンターテニス
　コート（雨天時は津山総合体育館）
対象　市内に在住の人
内容　基礎からゲームまで
定員　30人（初心者優先）
参加費　4,000円（傷害保険料を含む）
申込期間　３月16日㈮～30日㈮

チャレンジクラブ
とき　５月12日～７月14日の土曜日（全８
回)午前10時～11時30分
ところ　津山総合体育館ほか
対象　市内に在住の親子（年長～小学２年生)
内容　コーディネーショントレーニング、体操、
軽スポーツなど
定員　35組（申し込み多数の場合は抽選）
参加費　１組3,000円（傷害保険料を含む）
申込期間　４月６日㈮～20日㈮

問い合わせ先　スポーツ課324-0202

春のスポーツ教室

参考（平成23年度）

◇４月のこんにちは市役所さんの放送はありません
◆情 報 ホ ッ ト ラ イ ン：毎時57分～00分

※計画区域外は加算補助あり

とき　５月20日㈰午前10時15分～午後２時
ところ　ソシオ一番街

出 店 者 募 集！出 店 者 募 集！

つやま

選
考　
申
請
多
数
の
場
合
は
公
開

抽
選
に
よ
り
選
考

《
融
資
あ
っ
せ
ん
》

　
く
み
取
り
便
所
や
単
独
処
理
浄

化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
に
切

り
替
え
る
場
合
は
、
融
資
あ
っ
せ

ん
制
度
が
あ
り
ま
す
（
家
屋
新
築

時
は
対
象
外
）。

問
い
合
わ
せ
先　
下
水
道
課
（
市

役
所
６
階
）
3 

32-

２
１
０
０

●
日
本
画
教
室

と
き　
第
２
・
４
土
曜
日
午
前
９

時
30
分
～
正
午

と
こ
ろ　
津

山
市
総
合

福
祉
会
館

講
師　
杉
山
ゆ
う
こ
さ
ん

受
講
料　
月
額
１
８
０
０
円

●
書
道
教
室

と
き　
第
２
・
４
土
曜
日
午
前
10

時
～
正
午

と
こ
ろ　
美
作
教
育
会
館
（
大
手

町
）

講
師　
安
田
甲
南
さ
ん

受
講
料　
月
額
２
千
円

●
童
話
教
室

と
き　
第
３
土
曜
日
午
後
２
時
～

４
時

と
こ
ろ　
津
山
市
総
合
福
祉
会
館

講
師　
神
﨑
博
彦
さ
ん

受
講
料　
月
額
５
０
０
円

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

募
集
人
員　
各
教
室
若
干
名

申
込
方
法　
文
化
課
に
電
話
で
申

し
込
む

つ
や
ま
生
活
美
術
展

　
日
本
画
と
書
道
の
受
講
生
が
、

一
年
間
の
成
果
を
披
露
す
る
展

覧
会
で
す
。

と
き　
４
月
21
日
㈯
～
23
日
㈪

午
前
10
時
～
午
後
６
時
（
23

日
は
午
後
４
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
市
立
文
化
展
示
ホ
ー

ル
（
ア
ル
ネ
・
津
山
４
階
）

問
い
合
わ
せ
先　
文
化
課
3 

32-

２
１
２
１

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
審
査
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先　
津
山
市
人
づ
く

り
事
業
運
営
委
員
会
事
務
局

（
新
産
業
創
出
課
内
）
3 

32-

２

　

１
７
８

金
は
、
国
の
基
準
額
決
定
後
、

変
更
が
あ
れ
ば
広
報
紙
に
掲
載

し
ま
す
。

　
家
庭
用
小
型
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

し
ま
す
（
家
屋
新
築
時
も
対
象
）。

補
助
対
象
地
域　
公
共
下
水
道
事

業
計
画
と
農
業
集
落
排
水
施
設

整
備
事
業
計
画
の
認
可
を
受
け

た
区
域
を
除
く
全
市
域

受
付
期
間　
４
月
２
日
㈪
～
５
月

１
日
㈫

※
予
算
額
に
達
す
る
ま
で
１
カ
月

単
位
で
期
間
を
延
長

補
助
金
額　
平
成
24
年
度
の
補
助

を
満
た
す
人
①
市
内
在
住
で
農

産
物
の
販
売
を
目
的
と
し
た
農

業
を
目
指
す
人
②
講
座
に
参
加

で
き
る
人

定
員　
各
講
座
15
人

受
講
料　
２
千
円
（
資
料
代
、
保

険
料
な
ど
）

応
募
方
法　
農
業
振
興
課
、
各
支

所
産
業
建
設
課
ま
た
は
Ｊ
Ａ
つ

や
ま
営
農
セ
ン
タ
ー
東
部
地
区

（
野
村
）
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提

出
締
め
切
り　
４
月
６
日
㈮

問
い
合
わ
せ
先 

農
業
振
興
課（
市

　

役
所
４
階
）
3 

32-

２
０
７
９

　
市
の
産
業
振
興
に
必
要
な
人
材

育
成
を
行
う
自
主
的
な
研
修
活
動

に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象　
市
内
の
産
業
関
係
団
体
や

事
業
所
、
グ
ル
ー
プ
、
個
人
な

ど
交
付
金
額　
必
要
経
費
の
２
分
の

１
以
内
（
上
限
50
万
円
）

申
請
期
間　
４
月
１
日
㈰
～
５
月

31
日
㈭

　
新
た
に
農
業
を
学
ん
で
み
た
い

人
や
定
年
退
職
後
、
農
業
を
し
た

い
人
な
ど
農
業
を
志

す
人
を
応
援
す
る
つ

や
ま
援
農
塾
の
塾
生

を
募
集
し
ま
す
。

開
講
式　
４
月
20
日
㈮

研
修
期
間　
４
月
～
11
月（
平
日
）

内
容　
ピ
オ
ー
ネ
、
リ
ン
ド
ウ
、

野
菜
栽
培
の
基
礎
・
実
践
講
座

応
募
資
格　
次
の
す
べ
て
の
条
件

ご
活
用
く
だ
さ
い

津
山
市
人
づ
く
り
事
業
助
成
金

平
成
24
年
度
受
講
生
募
集

津
山
市
文
化
教
室

補
助
金
を
交
付
し
ま
す

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

募
集
し
て
い
ま
す

つ
や
ま
援
農
塾
塾
生



毎週金曜日、市役所本庁舎では時間を延長して午後７時まで戸籍・住民票・
印鑑証明書の交付、印鑑登録、パスポートの交付、納税関係の証明書の交付、
納税相談、介護申請を行っていますば

じいけ ん
イベント☆募集☆お知らせ

2012.3 2829 2012.3

保険料　月額　14,980円
　１年分まとめて支払うと　
　  176,570円（3,190円引き）
　６カ月分をまとめて支払うと　
 　   89,150円  （730円引き）
　になります。

一部納付保険料額
　経済的な理由により保険料を納めることが
困難な場合には、保険料の支払いが免除され
る制度があります。
〈一部免除保険料額〉
・1/4免除（3/4納付）月額　11,240円
・半額免除　　　　  　 月額　  7,490円
・3/4免除（1/4納付）月額　  3,750円　

支払い方法
　日本年金機構が送付する納付書により、金
融機関や郵便局、コンビニエンスストアでお
支払いください。
　また、口座振替やクレジットカードでの支
払いもできますので、保険年金課または年金
事務所で早めに申し込んでください。

問い合わせ先　保険年金課（市役所１階６番窓
口）332-2072、津山年金事務所（田町）
331-2363

４月から
国民年金保険料が変わります

　３月は周りの環境や生活に
変化の多い時期で、知らない
うちに疲れやストレスが溜ま
っていることもあります。
　自分自身で気がつくことも
ありますが、周りの人が気づ
く場合も少なくありません。
気がついた時は｢頑張り過ぎていない？」｢眠
れている？｣などと声を掛けてみましょう。
そして、必要なときは相談機関を利用しまし
ょう。

相談機関　健康増進課332-2069、美作保健
所323-0145、岡山いのちの電話協会308
　6-245-4343

　ごみを出すときは次のル
ールを守ってください。
◎朝８時までにお住まいの地区、アパート
の決められた場所に出して
ください。ほかのごみステ
ーションに出すことはでき
ません
◎可燃ごみでも、会社や商店、工場などから
出るごみは「事業系ごみ」のため、市では
収集できません。ごみステーションには出
さず、直接処理施設へ持ち込むか、許可業
者へ委託して処理してください
◎スプレー缶は不燃ごみではありません。
必ず使い切って「缶」と
して資源回収日に出して
ください
問い合わせ先　環境事業所322-8255

作州津山宮川朝市
とき　４月８日㈰午前７時～10時
ところ　宮川河川敷
問い合わせ先　新産業創出課332-2178

加茂の朝市
とき　４月15日㈰午前８時～
ところ　加茂町スポーツセンター
問い合わせ先　加茂町観光協会342-4402

指定
ごみ袋

指定
ごみ袋

眠れていますか？ まず相談
３月は「自殺予防対策強化月間」

資
源

ごみの出し方

スプレー
缶

ご注意
くださ

い

イ
ラ
ス
ト
：
細
川
貂
々

今回は場所を
変えて開催

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー

ル
を
守
り
、

交
通
事
故
に

注
意
し
て
、

交
通
安
全
に

努
め
ま
し
ょ

う
。

重
点
目
標

◎
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

◎
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

　
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底

◎
飲
酒
運
転
の
根
絶

◎
交
差
点
の
正
し
い
通
行
の
徹
底

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
生
活
課

　

3 
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２
０
５
６

《
青
年
海
外
協
力
隊
》

応
募
資
格　
満
20
歳
か
ら
満
39
歳

ま
で
の
日
本
国
籍
を
持
つ
人

募
集
分
野　
農
林
水
産
、
加
工
、

保
守
操
作
、

　
建
築
土
木
、

　
保
健
衛
生
、

　
教
育
文
化
、

　
ス
ポ
ー
ツ
、

　
計
画
・
行

　
政
の
８
分

　
野
、
約
１
２
０
職
種

派
遣
国　
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

中
南
米
、
大
洋
州
、
中
近
東
の

約
80
カ
国

派
遣
期
間　
原
則
２
年
（
派
遣
前

に
原
則
65
日
の
訓
練
有
り
）

《
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
》

応
募
資
格　
満
40
歳
か
ら
満
69
歳

ま
で
（
５
月
14
日
時
点
）
の
日

本
国
籍
を
持
つ
人

募
集
分
野　

計
画
・
行

政
、
公
共

　
・
公
益
事
業
、
農
林
水
産
、
鉱

工
業
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
商
業
・

観
光
、
人
的
資
源
、
保
健
・
医

療
、
社
会
福
祉
な
ど

　
国
保
以
外
の
医
療
保
険
証
が
で

き
た
ら
、
切
り
替
え
手
続
き
を
忘

れ
ず
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
届
け

出
を
し
な
い
と
、
保
険
を
重
複
し

て
加
入
し
て
い
る
状
態
が
続
い
て

し
ま
い
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の　
①
国
保

の
保
険
証
②
国
保
以
外
の
新
し

い
保
険
証
③
世
帯
主
の
印
鑑

問
い
合
わ
せ
先　

保
険
年
金
課

（
市
役
所
１
階
７
番
窓
口
）3 
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２
０
７
１
ま
た
は
各
支
所
市

民
生
活
課

　
協
会
け
ん
ぽ
は
中
小
企
業
な
ど

で
働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
が
加

入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　
平
成
24
年
３
月
分
（
４
月
納
付

分
）
か
ら
岡
山
支
部
の
健
康
保
険

料
率
が
10
・
06
％
（
現
行
９
・
55

％
）
に
変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

人
は
介
護
保
険
料
率
も
１
・
55
％

（
現
行
１・51
％
）
に
変
わ
り
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
は
４
月
か

ら
変
更

問
い
合
わ
せ
先　
協
会
け
ん
ぽ
岡

山
支
部
3 

０
８
６ -

８
０
３ -

派
遣
国　
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、

中
南
米
、
大
洋
州
、
中
近
東
の

約
60
カ
国

派
遣
期
間　
１
年
間
ま
た
は
２
年

間
（
派
遣
前
に
原
則
65
日
の
訓

練
有
り
）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

応
募
方
法　
所
定
の
応
募
書
類

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
可
）

を
郵
送
で
提
出

応
募
期
間　
４
月
１
日
㈰
～
５
月

14
日
㈪
（
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ
先　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
国

3 

０
８
２-

４
２
１-

６
３
０

５
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

　

w
w
w
.jica.go.jp/volunteer/

index.htm
l

５
７
８
０

　
妊
婦
の
た
め
の
運
動
療
法
「
マ

タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
」
と
「
ベ
ビ
ー

＆
ア
フ
タ
ー
ビ
ク
ス
」
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

《
マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
》

と
き　
毎
週
月
曜
日
午
後
０
時
15

分
～
１
時
15
分

対
象　
妊
娠
13
週
以
降
で
健
康
な

妊
婦
（
主
治
医
の
運
動
許
可
の

あ
る
人
）

定
員　
各
回
15
人

料
金　
１
回
１
３
０
０
円

《
ベ
ビ
ー
＆
ア
フ
タ
ー
ビ
ク
ス
》

と
き　
毎
週
土
曜
日
午
前
10
時
30

分
～
正
午

対
象　
１
カ
月
健
診
で
母
子
共
に

健
康
と
認
め
ら
れ
た
親
子

内
容　
産
後
マ
マ
の
ボ
デ
ィ
ケ
ア
、

赤
ち
ゃ
ん
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
、

ベ
ビ
ー
マ
ッ

サ
ー
ジ
な
ど

定
員　
各
回
10
組

料
金　
１
回
１
５
０
０
円

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

と
こ
ろ　
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

登
録
料　
各
２
千
円

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
先　
グ
ラ
ス
ハ
ウ
ス

3 
27-

７
１
４
０

重
複
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

国
民
健
康
保
険（
国
保
）

切
り
替
え
の
届
け
出

初
回
体
験
は
無
料

マ
タ
ニ
テ
ィ
ビ
ク
ス
と
ベ

ビ
ー
＆
ア
フ
タ
ー
ビ
ク
ス

保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

平
成
24
年
度
春
期
募
集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

４
月
６
日
㈮
～
15
日
㈰

春
の
交
通
安
全
運
動



　　　　　

エ コ ろ じ ー
　

　

問
い
合
わ
せ
先　
環
境
生
活
課
3 
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２
０
５
１

　春は別れと出会いの季節です。子どもたちは仲が良かった友だちと
別れたり、慣れ親しんだ教室を後にしたりします。そして、新しい友
だちや先生との出会いなど、周りの環境の変化に心も揺れ動きます。
そのような今の時期、子どもの様子をいつもより少し気にしてみまし
ょう。
 また、楽しいことや嫌なことなど、子どもたちはこの時期にしかで
きないことをたくさん経験します。そんな経験の中で何か困ったこと
が起きた時、最初から親が手を貸してしまうと、子どもは大切な体験
をしないまま大人になってしまいます。こんな時は親として一呼吸待
ってから、背中を押したり、アドバイスしたりしてあげましょう。
　しかし、時には環境の変化についていけず、落ち込んでしまうこと
もあります。｢友だちを作ろう」｢クラスに溶け込もう」と頑張り過ぎ
て疲れてしまうこともあります。子どもが疲れ
ていると感じたら、早めに学校など身近なとこ
ろに相談することをお勧めします。
　親も子どもも誰かに悩みを話すことで、気持
ちが楽になったり、問題が整理できたり、解決
の糸口が見つかったりすることがあります。相
談できる人との出会いが、子どもにとってもプ
ラスになるのではないでしょうか。

－心が揺れる春－

問い合わせ先　健康増進課332-2069

教育相談センター「鶴山塾」
山下87番地322-2523

にこにこ 　 にっこ り さ ん

学校のこと、友だちのこと、
家族のこと、気軽に相談してください

2012.3 3031 2012.3

問
い
合
わ
せ
先　
つ
や
ま
新
産
業
創
出
機
構
3 

24-

０
７
４
０

Vol.18 つやま夢みのり会員
ブランケネーゼ株式会社

Challenge1

エコな生活スタイルを
選択しよう
クールビズ、ウォームビズ、マイ
バッグなど

Challenge2

省エネ製品を
選択しよう
電化製品を購入するときは、「エネ
ルギー効率の高い製品」を選択 !

Challenge3

自然を利用した
エネルギーを選択しよう
住宅用太陽光発電システムの設置
など

Challenge4

ビル・住宅のエコ化を
選択しよう
最新の省エネ基準を満たす断熱材
やエコガラスの設置など

Challenge5

二酸化炭素削減につながる
取り組みを応援しよう
カーボン・オフセット商品や木材
利用製品の選択など

Challenge6

地域で取り組む温暖化
防止活動に参加しよう
地域の環境イベントへの参加など

未来が変わる。
日本が変える。

　
地
球
温
暖
化
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、
日
本
で
も
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
環
境
省
で
は
地
球
温

暖
化
防
止
の
た
め
の
国
民
的
運
動
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
推
進
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６
つ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

親子の絆 ～きずな～ を深めるために
　赤ちゃんはお母さんやお父さん、周りの人たちから、たくさん名前を呼んでもらった
り、優しいまなざしで「かわいいね」「元気だね」などと温かい言葉をかけてもらった
り、おむつ換えやお風呂、お乳など日常の関わりの中で、徐々にお母さんやお父さん、周りの人たちと
の信頼関係、つまり絆を深めていきます。その絆が自分らしさや自信のある生き方の基礎となります。
●抱っこやスキンシップを通して絆を深めよう
　子どもにとって親と遊ぶことは一番良い刺激です。一緒に喜んだり、驚いたり「痛かったね～」
｢怖かったね～」と気持ちを共有することで親子は絆をより深めていきます。こういった経験が子ど
もの成長発達に欠かせない心の栄養となっていくのです。
　子育て中には、なにかと大変な時もありますが、たまには少し肩の力を抜いて、子どもと一緒に遊
んでみましょう。

＜絆を深めるコツ＞
・抱っこやスキンシップをたくさんしよう
・子どもが興味を持つものを見つけよう
・子どもが楽しんでいることを親も楽しもう
・声をしっかり出して、体を使って一緒にい
　っぱい遊ぼう　など

　
ブ
ラ
ン
ケ
ネ
ー
ゼ
株
式
会
社
は

日
本
で
最
初
に
山
の
芋
を
フ
リ
ー

ズ
ド
ラ
イ
製
法
で
粉
末
加
工
す
る

こ
と
に
成
功
し
「
山
芋
入
り
の
お

好
み
焼
粉
」
を
開
発
し
た
山
の
芋

関
連
の
加
工
商
品
を
取
り
扱
う
パ

イ
オ
ニ
ア
メ
ー
カ
ー
で
す
。

★
つ
や
ま
夢
み
の
り
へ
の
入
会

　
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
製
法
を
使
っ

た
商
品
開
発
能
力
を
持
っ
て
い
た

こ
と
か
ら｢
そ
の
技
術
を
津
山
地

域
の
食
品
開
発
に
応
用
し
、
食
品

会
社
と
共
同
で
地
産
地
消
商
品
を

開
発
し
て
ほ
し
い｣
と
つ
や
ま
夢

み
の
り
事
務
局
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

が
勧
誘
し
入
会
し
ま
し
た
。

★｢

山
の
芋
入
り
お
好
み
焼
粉｣
が

　
夢
み
の
り
認
証
商
品
第
１
号
に

　
こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
や
レ
シ

ピ
を
生
か
し
て
、
津
山
で
も
栽
培

の
盛
ん
な｢

山
の
芋｣

を
使
っ
た
お

好
み
焼
粉
を
開
発
。
商
品
パ
ッ
ケ

ー
ジ
も
「
津
山
ら
し
い
商
品
デ
ザ

イ
ン
に
し

た
い
」
と

の
思
い
か

ら
表
面
に

鶴
山
公
園

を
、
裏
面

に
は
衆
楽

園
の
風
景
を
載
せ
て
津
山
を
全
国

に
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
し

て
い
ま
す
。

★
楽
し
い
商
品
が
い
ろ
い
ろ

　
本
社
が
大
阪
府
に
あ
る
こ
と
か

ら
お
好
み
焼
き
や
た
こ
焼
き
の
関

連
商
品
も
開
発
し
て
い
ま
す
。

①〝
踊
る
！
た
こ
焼
き
器
〞

　
日
本
で
初
め
て
開
発
し
た
家
庭

用
の
振
動

式
自
動
た

こ
焼
き
器
。

た
こ
焼
き

が
ク
ル
ク

ル
と
自
動

的
に
回
り

な
が
ら
焼

き
上
が
り

ま
す
。

②
こ
れ
が
ホ
ン
マ
の
大
阪
み
や
げ 

　
お
好
み
焼
・
た
こ
焼

　
焼
き
上
げ
た
お
好
み
焼
き
や
た

こ
焼
き
を
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
加
工

し
た
お
菓
子
で
す
。
新
大
阪
駅
や

伊
丹
空
港
な
ど
の
お
土
産
店
で
は
、

い
つ
も
売
上
ベ
ス
ト
10
に
入
る
人

気
商
品
で
す
。

親子ひろば「すくすく」

は
じ
め
よ
う
地
球
温
暖
化
防
止

　
　
　
　
　
　
　

〜
チ
ャ
レ
ン
ジ
25
〜

健康つやま2
1

味
の
決
め
手
は
、
山
の
芋
。

問
い
合
わ
せ
先
は
ブ
ラ
ン
ケ
ネ
ー
ゼ

株
式
会
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